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O共通対策について

各種対策については、平成30年 10月 に農林水産省生産
局が発刊した、「施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル
(改定2版 )」 のものを引用し、特に省エネルギーの取組により
燃油使用量の削減により、生産コストの低減及び温室効果ガ
スの排出削減を進める上で重要な取組を中心に抜粋した。

O経営シミュレーションについて

◆品目別対策

現状

平成30年度長崎県農林業基準技術を引用し、燃料の価格
は令和4年度の直近のデータ(9月 1日 現在の本土地区平均
税込み価格)を用いることとして、A重油103円 、ガソリン174
円、軽油154円 、灯油 1刊 2円を使用し、肥料、農薬は現況実
勢価格を使用した。

改善後

上記の令和4年度シミュレーションをもとに、現在導入済み
の技術に加え今後導入が見込まれる技術も反映させ試算した。



共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル (改定2版 )よ り

1.省エネのための機器利用技術

1)燃油暖房機の利用とメンテナンス

暖房機の経年劣化による暖房効率の低下や故障などのトラブル発生を最小限に抑えて

長期間使用するためには、定期的な点検や清掃が欠かせません。定期的にメンテナンス

を行うことにより暖房機の加温能力を最大限に引き出すとともに、省エネルギー対策に

努めましよう。

(1)設置の際の留意点
①燃焼用空気の取り入れ

ノ《―ナーで燃

'由

を燃焼させる際は大量の新鮮空気 (出力10kW当たり約17m3/h
または 1万 kca1/h当たり約20m3/h)が必要になるので、保温被覆により気密性を

高めた温室では、必ず燃焼用新鮮空気の取り入れ口を設けましよう。

空気取り入れ口がないと空気不足による不完全燃焼が生し、炉内が極端に煤け、

煙突から黒煙が出たり不着火の原因になりかねません。

なお、燃焼用新鮮空気の取り入れにあたつては、
●燃焼空気は必ず温室外 (外気)洵 ら`取り入れるようにする

o空気取り入れ回は雪や水たまりなどで塞がらないようにする
0暖房機が稼働しているときは換気扇を運転しない
0新鮮空気の取り入れを容易に行える「給排気筒」を使用する

等に留意しましよう (下図参照)。

雪でふきがらない位置

燃続空 気

雪でふさ力くらない位置

燃焼空 気

給排気筒を使用しないとき

60o中以 上

90o「以 上

解 焼 空 気
燃焼空気

給排気綺

給緋気簡を使用 したとき

可

給排気綺



共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル(改定2版 )より

(2)暖房機のメンテナンス
ー般的な暖房機の点検・清掃方法は以下のとおりですが、暖房機によって方法が異な

る場合があるため、暖房機に付属の取扱説明書をよく御覧になり適切な方法でメンテナ
ンスを行ってください。

①缶体の掃除
A重油に含まれる不純物は燃焼後にはカスとして缶体に溜まります。燃焼カスが多く

缶体内に溜まると暖房機の熱効率の低下やパーナーの不完全燃焼の原因となります。ま
た、このカスは湿気を帯びやすく、長期間放置しておくと缶体の腐食を助長することが
あります。
熱効率を維持するために、また缶体を長持ちさせるためにも、1年に1回は、必ず缶

体の掃除を行いましょう。
スク リョーフレー ト

毎拳室 バ ッ フ ル 岬

◆暖房機の電源を切り、燃料パルプを閉めてか
ら、加温機後部の煙室蓋を外し、スクリュー
プレートを抜き取ります。

◆古くなつた煙室のパッキンは、ガス漏れのお
それがあるので、必ず、新品と交換しましょう

す   |

◆煙管に溜まつたカスは燃焼室側に押しだし掃
除国からかき出します。

◆終了後は、掃除国のフタは元通りにしっかり
締めましょう。

◆スクリュープレートの汚れをワイヤブランな
どで落とします。

◆焼損したスクリュープレートは暖房効率を維
持するため新品と交換します

②バーナーノズル周辺の清掃
パーナーノズル周辺の燃焼カスによる汚れは

燃料と空気の正常な混合を阻害し、完全燃焼を
妨げます。ノズル周辺はlヶ月毎を目途に定期
的に掃除をしましょう。
また、ディフューザーが汚れていたら、ウエ

スやワイヤブラシ等を使用して汚れを落としま
しよう。汚れが落ちにくい場合は灯油や油汚れ
用のクリーナーなどを使用すると落としやすく
なります。

2

燈 室 バ ッ フ ル

燃擁 奎

ブラス トチュープ

インナーチュープ

麟 字 器

スクリューフレー ト

セ ッ トバーナフィン

電捜棒先蛸

ノズルヒータ

ハ ッキン

翔除目

f

魚火 ト ン ス

塾 笠

カスを押し出す

ィフュー

コ

フ ンランナ

バーナケーシング



共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル(改定2版 )より

,

|1与

清掃前、ススで真つ黒のエアコーン、

ディフューザーの状態

③バーナープズルの交換
燃料噴霧ノズルは高圧で噴霧するため、

使用とともに磨耗します。摩耗が進むと燃
焼状態の悪化による燃料のムダ這いとなる
だけでなく、噴霧量の増加によつて過負荷
状態になり、異常な高温により缶体を傷め
たりすることがあります。
暖房機の故障予防のためにも定期的にノ

ズルの交換を行いましょう。

異常な噴霧パターン

また、ノズルヒーターは断線しやすく故障し

やすい箇所です。ノズルヒーターが働いていな
いと燃料消質量の増加や不着火、黒煙の発生等
につながります。ノズルヒーターに不具合があ

ると液晶画面にエラーコードが表示されるので

確認して、故障の場合には修理しましょう。

3

清掃後のエアコーン、デイフューザー

の状態

ノズルチップ  ノズルストレー■

饉
ノズル交換の目安(累積燃焼時間)

A重 油の場合約1,000時間"

灯油の場合約2,000時間

正常な噴霧パターン

ヒータ輪漁

ヒー卿

ノカレサーミスタ

＼

←

―

ノズルヒーター



共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル(改定2版 )より

④エアーシャッターの調整
ノ《―ナーのエアーシャッター (燃焼空気

取入回)を調整することで燃焼状態を改善
し、燃焼効率を高めることができます。
エアーシャッターは開けすぎても閉めす

ぎても燃焼効率は低下しますので、煙突か
ら出る

"F気

ガスの色で燃焼状態を確認しま
しよう。        ・

⑤適切な燃料の使用
燃油暖房機の主な燃料であるA重油は日本

工業規格 (」 IS)により品質が規定されてい
ますが、夏期に生産されたA重油を冬期に使
用すると、セジメント (A重油中に含まれる
残炭分が析出してできる生成物)が増加して、
フィルターの目詰まり等を引き起こす可能性
があります。
暖房機を長持ちさせるためにも、長期間
(3ヶ月以上)保存したA重油は使用しない

など、適切な時期に適切な油を使用しましょ
う。

(動 駈鯛 1便鋼砂

吉
同

低

黒煙発生
無 色

抒|カス温辰

熱効率

閉 ← エアーシャッターF吾弓度 → 開

◆煙突から白煙が出る場合には、エアーシャッ
ターを閉じ気味にして燃焼空気量を少な くし

て調整。

◆煙突から黒煙が出る場合には、エアーシャッ

ターを開け気味にして燃焼空気量を増や して

調整。

◆排煙が無色になつたらエアーシャッターの固
定ネジを締めましょう。

エアーシヤッターの調整部

※ 調整後、直ちに排煙の色が変わる訳ではないので、しばら
´
く様子を見ながら調整し

ましょう。

ご

4

生

る

発

散醜
郷

゛
，
～

―
―

」ｒ

，
ｉ

孝

ヽ
　
」
神
４

適正な燃料の貯蔵 と利用



共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル(改定2版 )より

⑥温湯暖房の場合の留意事項(腐農抑制剤の使用)

温湯暖房の場合には、水に対するメンテナンスが必要です。ボイラーや配管内にサビ

等が発生すると、熱伝導の低下によリエネルギー回スが生したり、腐食により設備が破

損、漏水するおそれもあります。
そのため、1年に1回は缶水を入れ替え、缶体内を一度最高温度 (85℃程度)に沸き

上げるなどのメンテナンスを行うとともに、半年ごとを目安に腐食抑制剤を缶水に投入

して、缶体や配管内の防食‖生を維持させることが必要です。

腐食抑制剤を使用している缶体 腐食抑制剤を使用していない缶体

(缶体内が腐食し、サビ泥が付着)

(3)暖房機の排熱利用

燃油式暖房機では、発生した熱の全てを暖房に利用できる訳ではなく、

"F気

ガ

スとして室外に排出される熱が存在しています。
この熱を回収して有効利用するための装置が〕F熱回収装置です。

"F熱

回収装置に

よる

"F気

熱の回収率は機種によつて異なりますが、3～ 50/o程度の燃油削減効果が見

込まれることから、設定温度が高く、 暖房
期の稼働時間が長い作物ほど効果が大きく
なることが期待されます。
なお、排熱回収装置を利用する際には、

装置内で結露水と硫黄分が反応して生しる

腐食性の高い酸fl生水 (主に硫酸)の処理が

必要であるとともに、腐食を防ぐためには

硫黄分の低いローサルフアーA重油の使用
が推奨されています。

‘
■
れ

，

み

ヽ

5

排熱回収装置



共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル (改定2版 )よ り

【参考】

夜間に暖房機から

"F出

されている

"F気

ガスの一部から、吸脱着剤を利用する
ことにより、有害成分を除去してC02(二酸化炭素)を回収・貯留し、日中に
光合成を促進させるために作物にC02を施用する技術が開発されており、専用
の装置が製品化されイチ」

｀
やキクなどで導入されています (燃料は□―サルフ

アーA重油に限る)。

この技術を導入すると、暖房機から排出されるC02の削減と、燃焼式C02発
生装置の燃油使用量の削減が可能となり、省エネと温室効果ガスの排出削減を
図りながら、作物の収量や品質の向上を図ることが期待されます。

日中

BⅢ

ヽ

ヽ

激

C02を局所施用

6



共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル (改定2版 )より

2)ヒートポンプの利用とメンテナンス

(1)ヒートポンプの特徴とハイブリッド運転
ヒートポンプは燃油暖房機のように燃焼により熱エネルギーを直接取り出す設備で

はありません。電気等のエネルギーで圧縮機を動かし、外気等の低温熱エネルギーを
高温熱工辛、ルギーに変換させることで加温するものです。このため、少ない投入エネ
ルギーで効率的に熱エネルギーを利用することができます。

ヒートポンプは燃油暖房機に比べ高価なため、暖房の全てをヒートポンプでまかな
うと導入コストが過大になることもあり、施設園芸においては、既存の燃油暖房機と
の併用により、ヒートポンプを優先的に運転するノヽイブリッド方式が主流になつてい
ます。

|

燃油暖房機

ヒートポンプと燃油暖房機の八イプリッド運転

①ヒエトポンプの種類
ヒートポンプには、駆動方式や熱源の種類、熱供給の

方法などによつていくつかの種類があります。
一般的なのは、空気を熱源とした電気モーターで圧縮

機を動かすタイプのヒートポンプで、施設園芸で用いら
れているヒートポンプの大部分を占めています。

このほか、地下水や地中熱を熱源として利用するヒー

トポンプ、圧縮機をガスエンジンで動かすヒートポンプ
も導入されています。

ヒートポンプ

7

項目 秘 霞

駆動方式
電気式

エシジシ式 (ガス、ディーゼル)

熱源

空気 (タト気)

水 (地下水、河川水、温廃水なD
地中熱 (浅層、深層)

癖供給
温風

温水

利用形態

暖冷房 (除湿)用

暖房専用

冷房 (除湿)専用

地下水熱源ヒートポンプ (室内機) ガスヒートポンプ (室外機)



共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル (改定2版 )より

②ハイブリッド方式の運転方法
八イプリッド方式は、エネルギー効率

の良いヒートポンプを優先して運転し、
ヒートポンプのみでは室温維持が困難と
なる低温時に燃油暖房機と併用運転する
方法です。

これによリヒートポンプの導入規模を
抑制できるため、導入コストや電力契約
の基本料金を軽減できるほか、デフロス
ト (除霜)運転の際に燃油暖房機で補完
できる、大雪等による室タト機停止時のリ

ハ ウ ス内

設 定

ヒ ー ト ンプ 運 転

外 気 温

≒無加温晴の
ハ ウス内温度〔

↑
温
屈

朝

暖 房 機 運 転

スク回避になるなどのメリットがありま ノヽイプリッド方式の運転イメージ
す。
八イブリッド方式では、ヒートポシプと燃油暖房機の連携運転が重要で、これをう

まく調整できないと適切な温度管理ができず、省エネ効果が期待できません。

● ハイブリッド運転時の温度設定のポイント

【参考】ヒートポンプのデフロスト (除霜)運転

外気温が低下 (おおむね5～ 6℃以下)す
ると室タト機に霜が付着するために、この霜を
融かすためのデフロス ト運転が行われます。
デフ回ス ト運転の間隔や継続時間は外気の

温度・湿度のほかヒートポンプの機種によつ
ても異なりますが、デフロス ト運転が行われ
ている間は暖房運転が中断 (一般的には5～
10分程度)されます。
生産現場での工夫として、チューブ等で地

下水を散水して霜を付着させないようにする
方法もありますが、地下水の水質によつて
は、熱交換器の腐食や付着物による能力低下
を引きおこすのおそれがあるので、注意が必
要です。

霜が付着 した室外機

8
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ヒートポンプの設定温度は燃油暖房機の設定温度より2～3℃高く設定し、ヒートポ
ンプを優先的―に運転するように制御するのがポイントです。



共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル (改定2版 )より

(2)導入の際の留意点
①適切な導入規模の検討

ヒァトポンプを導入して十分な省エネ効果を得るためには、適切な導入規模とするこ

とが重要です。
ヒートポンプの導入にあたうては、設置場所の気象条件、温室の設定温度や被覆設備

の状況などの諸条件を踏まえた暖房負荷計算により、ヒートポンプの設置容量を明らか

にし、必要となる導入コストと見込まれる省エネ効果 (ラ ン三ングコストの低減効果)

を確認しながら適切な導入規模 (台数、能力)となるようヒートポンプメニカー等と十

分に検討することが必要です。

②高圧受電設備(キュービクル)の設置
複数のヒートポンプを導入する場合、使用電

力が50kW未満であれば低圧受電 (200V)
となりますが、導入台数が多くなり使用電力が

50kWを超えると高圧受電 (6000V)となり

ます。
高圧受電になると受電のための設備 (キュー

ビクル)が必要となり、その設備投資が必要と

なるとともに、高圧受電設備には電気事業法に

基づく定期的な保守点検が義務づけられます。

高圧受電設備 (キュービクル )

(3)設置の際の留意点
①設置場所の条件

ヒートポンプの室外機周辺に障害物があると排気 (冷気)が拡散されずに周りに停

滞します。この冷えた空気を再び吸い込んでしまう (ショートサーキット)と、熱交

換をすることが難しくなり、運転効率が低下しやすくなります。
室タト機周辺には空気の流れを妨げる障害物がないように配慮 (物を置かない、囲わ

ないなど)しましよう。
また、室内機についても、暖房効率を高め、保守管理を容易にするために周りの構

造物と十分な距離を確保するようにしましよう。

室外機の不適切な設置の例 (ショー トサーキットが発生しやすい)

．
こ
４

「
ヽ
峙
４
■
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共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル (改定2版 )よ り

②恒常風の影響への対策
通常、室タト機は温室の妻面に設置されますが、風が決まつた方向 (特に北風)から吹

いてくる場所では、その方向に室外機を向けると熱交換ファンの送風量がイ氏下するとと
もに、低温吹き出し空気を再び吸い込むことになります。
これにより、室外機の表面温度が低下してデフロス ト運転の頻度が増え、運転効率が
低下します。

このため、室タト機は、1亘常風の影響を受けない温室面に設置する、恒常風を真正面か
ら受けないように設置する、吹き出し空気が流動するように風向ガイドを取り付けるな
どの工夫が必要です。

窮EB浄朗
enけぅょぅと腑9`“

権∬

風向ガイ ドを取 り付けた室タト機

③デフロスト水、積雪への対策
ヒートポンプのデフロス ト運転時には思いのほか多

量の水が

"F水

されるため、温室の脇 (室外機の設置
面)に排水溝がない場合にはデフロス ト水の処理が大
きな課題になります。
水が溜まると室外機下部の上がぬかるみ、室外機が

沈み込んだり夜間の低温により室外機付近が凍結しや
すくなります。この繰り返しによつて室外機が傾き、
転倒するおそれもあります。

夜間にデフロス ト水が凍結

このため、室タト機下部への敷砂不uやコンクリート基礎、架台の設置等によリデフ
ロス ト水を室タト機付近に溜めないための工夫をしましょう。
また、積雪に対しても架台の設置、雪よけ屋根や防雪フードの設置などの対策を

とりましょう。

デフロス ト
水や積雪の

影響に対応
した適切な
設置 (例 )

担掛
プ
√

お
風
な
こ
観
常
風
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共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル (改定2版 )よ り

④室内機と室外機の適切な配置(配管長、電線の太さ・長さ)

室内機と室タト機をつなぐ配管の長さが10m延びるとヒートポンプの能力が1～20/0程

度低下してしまいます。設置業者と設置位置に
ついて十分相談のうえ、室内機と室タト機をなる
べく近くに設置するようにしましよう。

電線はヒートポンプメーカーが推奨する太さ

以上でないと電圧降下を起こす可能性がありま

す。また、推奨の太さの電線であつても、引込

柱から室外機までの電線の長さが長いと電圧降

下を起こす可能性があります。電気工事者に相

談して電圧などを計算してもらい、適切な電線

を敷設するようにしましよう。

室内機と室外機の適切な設置例

(4)運転・管理の際のポイント

①エアフィルターの点検・清掃
室内機のエアフイ)レターが汚れたまま運転すると目詰まりを起こし、消費電力が増加

する可能性があります。
加えて、日詰まりにより風量が低下すると暖房能力も低下してしまいます。エアフイ

ルター、室外機の吸い込み口・吹き出し回の汚れは週 1回程度点検し、汚れがある場合

にはブラシ等で清掃しましよう。

エアフィルターを取 り外す ほうきやブランで清掃

②ヒートポンプ配管部の隙間等の点検 ・

室外機と室内機との配管は、温室の側面を通過させる必要があるため配管方法によつ

ては隙間を作つてしまうケースもあります。被覆部分の隙間は温室の保温:l生を低下させ

るだけでなく、この付近にヒートポンプを設置すると隙間からの冷気を吸い込んで暖房

効率が低下してしまうため、配管部に隙間ができていないか確認しましよう。

また、ヒートポンプの不家イ動時に換気扇が動いていたり、換気窓が開いていると効率の

良いヒートポンプを使用しても負荷が大きくなり、想定していた省エネ効果が期待でき

なくなるため注意しましょう。
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共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル (改定2版)より

③ヒートボンプ運転時の留意点
ヒートポンプと硫黄くん蒸装置を同時に運転するとヒートポンプの部品として多く使

用されている銅や銅合金が硫黄と反応し、室内機を故障又は破損させるおそれがありま
す。
硫黄は金属の腐食を助長し、特に銅や銅合金への影響が大きい物質です。原則として、

硫黄くん蒸は行わないようにしましょう。
また、燃油暖房機に比へると一般的にヒートポンプの送風能力は小さいため、温室内

の温度分布を確認のうえ、不均―な場合には、送風ダクトや循環扇を活用しましょう。

硫黄くん蒸装置

12



共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル (改定2版 )よ り

3)木買′くイオマス暖房機の利用とメンテナンス

(1)木質バイオマス暖房機の特徴とハイブリッド運転

木質パイオマスを利用した暖房機は、燃焼で発生するC02が大気中に放出されますが

"F出

するのは樹木の時に吸収したC02だけで、大気中のC02を増加させるものではない

(=カーボン三ュートラル)ことから、地球温暖化対策としても有効な暖房方法です。

木質バイオマス燃料には、薪、木質チップ、木質ペレットなどがあり、施設園芸では、

主に木質ペレットや木質チップを燃料とした温風機やボイラーが導入されているほか、

比較的設備費が安価な薪ストーブも導入されています。

木質バイオマス暖房機は、燃油暖房機の代替設備として利用することもできますが、

燃料に着火してから安定燃焼に入るまでに時間を要するため、既存の燃油暖房機と組み

合わせたノヽイブリッド方式の運転方法とするなど工夫が必要です。

木質ペ レッ ト暖房機 薪ストーブ

①主な木質バイオマス燃料
木質ノくイオマス燃料には、薪、チップ、ペレットなどといつた様々な形態のもの

があり、それぞれの燃料に対応した暖房設備が必要になります。

区 分 霧 ホ賀カ プ 本質ペレット

孝寺 徴

製造が容易 で自家 生屋も可

燃料の供給 が人カ

火力の調整が難しい

乾燥 が十分 でないと燃焼 時

に煙 が発生

比較的容 易に製造

燃料の自動イ共給は可能 だが

3きまりやすい

エネルギー密度が低い

原材 料により含水率が異なる

製造コストが比較的高い

燃料の自動供給が容易

火力の調整が容易

大きさが均―で扱いやすいが

水や湿気に目Bい

オ r
′  ・″    

⌒

議貯誓千
´

ヽ 比
′

含水 率 (WB) 15。/。前後 35～ 55。/。 100/。前後

低位 熱量 15-16M〕 /kg 8～ 12M3/kg 16-17M〕 /kg
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共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル (改定2版)よ り

②ハイブリッド方式の運転方法
木質パイオマス暖房機もヒートポンプと同様に燃油暖房機との併用による八イブリッ

ド運転とすることで効果的な暖房が可能となります。
この方式では、燃油暖房機との連携運転が重要で、これをうまく調整できないと適切

な温度管理ができず、省エネ効果が期待できません。

●八イプリッド運転時の温度設定のポイント

木質パイオマス暖房機の設定温度は燃油暖房機の設定温度より1～ 2t高く設定し、
木質パイオマス暖房機を優先的に運転するように制御するのが求イントです。

子

,

(2)導入の際の留意点
①燃料の供給体制

木質パイオマス暖房機の導入にあたっては、まず「燃料が安定的かつ持続的に確保で
きるか」という観点からの検討が重要です。
特に、木質パイオマス燃料はエネルギー量あたりの体積が大きく、燃料の運搬コス ト

が課題となるケTスも多いことから、供給元がどこにあって、どのような品質の燃料
が、どれだけ安定的に供給され為かを十分に確認しておくことが必要です。

②設置場所の確認
木質パイオマス暖房機 (特に木質チップボイラー)は燃油暖房機に比べてサイズの大

きなものが多いため、温室内に十分な設置スペースの確保が必要です。
また、燃料貯蔵タンク (サイロ)の設置が必要であるため、温室外にも最低でも2m×

2m程度の設贋スペースが必要です。
設置スペースの確認とあわせて、設置により、内張カーテン等への影響がないか、温

室に日陰ができないか、貯蔵タンクヘの燃料の投入作業が難しくないかなどについて、
事前に検討しておくことが必要です。

貯蔵タンクの設置スペース

14
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共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル (改定2版 )よ り

(3)設置の際の留意点
貯蔵タンクから木質ペレットなどの固形燃料を搬送する燃料搬送装置が長くなれば、

燃料詰まり等の トラフリレ発生の原因になります。設置業者とも相談のうえ、貯蔵タンク

から暖房機本体までの距離は15m以内に収まるよう心がけましよう。

また、暖房機本体の設置場所は温室の端側になる場合がほとんどですが、温室内の空

気の流れ、暖房効率、送風ダクトの配置パランス等を適正化するためにできるだけ端側

の中央部に設置しましよう。

ハウスぬ

木質ペ レッ ト焚暖房機のシステム

(4)運転B管理の際のポイント
①木質バイオマス暖房機の点検・清掃

木質パイオマス暖房機と燃油暖房機との違いは、木質バイオマス燃料の燃焼により燃

焼灰が発生するという点です。
加えて、暖房効率の低下や不着火などの トラブルを防止するため、燃油暖房機よりも

頻繁 (2～ 3日 に 1回から月に 1回程度)に清掃する必要があります。

また、機種によつては清掃箇所が複数あり、箇所ごとに清掃頻度が異なる場合があり

ますので、暖房機メーカーの推奨する方法・頻度で清掃を行つてください。

なお、ノく―ナー部や燃焼炉などの清掃 。点検については、メーカーの専門技術者に依

頼しましよう。

』

木質パイオマス暖房機の燃焼灰の清掃
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共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル(改定2版)より

②ダウンシュートヘの対策
木質パイオマス燃料の着火には、A重油や灯油を

燃料とするノく―ナーを用いる機種が多く、着火して
から安定燃焼に入るまでに5分程度の時間を要する
ことから、なかなか設定温度に達しないという場合
があります (ダウンシュート)。

燃

'由

暖房機のようにON‐OFF制御を即時に行うこ
とが難しい構造であるため、点火回数をなるべく抑
えて効率的な運転管理を行うことがポイントになり
ます。

この特徴を十介認識したうえで、ダウンシュート
対策として再着火モードに入るタイミングを早める
ように暖房機の設定温度を調整する、もしくはノヽイ
ブリッド方式の運転方法を活用するといつた工夫を
しましょう。

③燃料の供給や貯蔵の留意点
運転管理を通切に行うため、燃料貯蔵タンク

(屋外サイロ)から暖房機本体にいたる木質ペ
レット等の燃料の供給経路に異常がないことを
確認しましょう。

また、木質パイオマス燃料は水分を吸収しや
すく、例えば木質ペレットでは吸湿すると形状
が失われます。
加温シーズンが終了したら燃料貯蔵タンク
(サイ回)を空の状態にするとともに、湿度の

高い梅雨時期や夏場には燃料を保管しないよう
にしましょう。

木質ペレットや木質チップの燃焼灰のう
ち、「有効活用が確実でかつ不要物とは判
断されないもの」については産業廃棄物に
該当しない旨の見解 (平成25年6月 28日
付け環境省産業廃棄物課長通知)が示され
ており、畑の融雪剤や土壌改良材として有
効に活用することができます。

焼却灰の取扱いについて疑問があれば、
都道府県・政令市に相談しましょう。

木質ペレットの燃焼

燃料の供給経路

【参考】木質ペレット・木質チップの焼却灰の有効利用

16
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共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル (改定2版)よ り

4)自然エネルギーの利用

(1)地下水・地中熱の利用
地中深層の地下水や地中の温度は、年間を

通してその地域の年平均気温程度で安定して
おり、冬期には外気よりも暖かい熱源となり
ます。
施設園芸においても、地下水や地中の熱を

活用して暖房の省エネ化を図るための技術と
して、ウォーターカーテン、地中熱ヒートポ
ンプ、熱交換器などが導入されています。

温度(℃ )

0 10 20 30
0

5

深

貞10
m

15

20

季節による地中温度の変化イメージ

(環境省資料より)

①ウォーターカーテン
ウォーターカーテンは、地下水を散水ノズルで温室内の内張カーテン上部に散水して

被覆面の温度を高め、温室内からの放熱を抑制して室内の温度を維持する技術です。

地下水の温度は冬でも14～ 17℃程度あることから、イチゴなど設定温度の低い作物

であれば無加温での栽培も可能となり、ウォーターカーテンだけでは設定温度が維持で

きない場合にも、暖房機を補動的に使用することで設定温度を維持することができます

ウォーターカーテンを導入する場合には、多量の地下水の汲み上げが必要であるとと

もに、八ウス内が高湿度となることや地下水に鉄分が多く含まれる場合にはカーテンが

茶色く着色することなどにも注意が必要です。

ウォーターカーテンのイメージ 散水管より地下水を散水している様子

②地中熱ヒートボンプ
地中熱ヒートポンプは、地下水または地中の熱を熱源に利用するヒートポンプです。

地中熱ヒートポンプは、冬期には外気温よりも高い温度で安定している地下水や地中の

熱を熱源としているため、効率的な運転が可能で、デフロス ト (除霜)運転が発生し

ないことから、ランエングコス トを安く抑えることができますが、井戸の掘削や熱交換

器の埋設などの土木工事が必要となるため、設備導入コス トは高額となります。

また、地中の温度は、夏期には外気温よりも低いことから、冷房運転を行う場合にも

地下水等を利用して効率的に冷房を行うこともできます。

ー

冬
春

約 lCれ以深の
地中の温藤は
年中一定

夏
秋

カ一アノ

散水管

排

水
満
↓

排

水
潜
↓
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共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル (改定2版)よ り

<地下水熱源ヒートボンプ>
地下水熱源ヒートポンプは、井戸から揚水した地下

水をそのままヒートポンプで熱交換させるもの (オー
プンループ方式)です。地下水の水温は地域によつて
異なりますが年間をとおして一定で、安定した良質の
熱源です。

この方式では、地下水の水質によつては、ヒートポ
ンプの熱交換器にスケールが付着する問題があること
や地下水の汲み上げ規制の制限を受けることから、水
質が良く、地下水障害のおそれのない場合に適用する
ことができます。

<地中熱源ヒートポンプ>
地中熱源ヒートポンプは、深度100m程度までの地

中に熱交換器を埋設し、パイプ等に水や不凍液を循環さ
せて地中の熱を回収してヒートポンプで熱交換させるも
の (クローズドループ方式)で、深度10mまでの浅層
熱源方式と深度50～ 100m程度の深層熱源方式があり
ます。
地中熱源ヒートポンプは、吸熱により集熱パイプ周辺

の地温が1氏下するため、周辺からの短期的・長期的な熱
供給がなければ、熱源の温度が徐々に低下します。

地 下 水 を 利 用

ヒー トポ ンプ

帯ぷ層

オープンループ方式
(環境省資料より)

水 Ⅲ不 凍 液 を 循 環

クローズドルニプ方式
(環境省資料より)

【事例】地下水熱源ヒー トボンプの導入によるラン三ングコス トの低減
宮城県栗原市の「有限会社サンアグリしわひめ」では、2013年に2haの ト

マト栽培八ウスに地下水熱を利用したヒートポンプ40台を導入し、既設の重
油ボイラー (5台)との八イブリウド運転を行つています。
栗原市志波姫地区は日最低気温平均値が-5℃程度まで冷え込む地域ですが、

冬季でも16℃ と水温が安定している地下水を熱源としているため、デフロス ト
(除霜)運転の必要がなく、外気温に左右されずに高効率の安定した運転が可

能となつており、年間のランエングコス トを約340/。削減できています。

地

墨
器

→

ヒー トポ ンプ

|

|

外気遍
(・ 5℃ )

ヒ ー トポ ン プ 導 入 前 ヒー トボ ンプ 導 入 Ч陵

F
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共通対策 施設園芸省エネルギr生産管理マニュアル (改定2版 )よ り

③熱交換器
地下水等の熱を温風に変換する設備として「水一空気熱交換器」があります。

熱交換器は、地下水の熱交換のみで温風を発生させるため、一般的な地下水 (水温14

～17℃程度)を利用する場合には、暖房の設定温度が地下水温より4～ 5℃以上低い作物

に有効とされますが、燃

'由

暖房機と組み合わせて

利用することにより、燃

'由

使用量の軽減が期待さ

れます。 (温泉水や工場排熱水など温度の高い水

を利用する場合には、幅広い温度設定の作物で利

用できます。)     .
熱交換器も地中熱ヒー トポンプと同様に夏期に

は外気温よりも温度の低い地下水を利用して冷房

に活用することも可能です。

熱交換器

(2)太陽熱の利用 (採光条件の確保 )

温室内では、昼間には太陽光により地面に熱が蓄えられ、夜間にはその熱は温室内ヘ

と供給 (放出)されるため、太陽熱の畜熱量を増加させることによつても、暖房エネル

ギーを抑制することができます。
太陽光が温室内に十分に行き渡るように、障害物や被覆資材の汚れ等を取り除いて外

張資材の光透過率を向上させることにより、採光条件を確保することが必要です。

①採光を妨げる障害物の確認
温室の内外に採光を妨げるような資材や機材がないか確認し、当面必要のないもの

は、採光に影響のない場所に移動させましよう。

②被覆資材の汚れ等の確認
被覆資材に汚れ等が付着していないか確認し、汚れ等が付着していた場合には、被覆

資材を洗浄しましょう。
その際、ブラシ等を使うと被覆資材の表面に細かい傷がついて逆に汚れやすくなるの

で、圧力をかけた水で洗浄するなど傷がつかないように留意しましよう。

汚れ等が付着した被覆資材の例

19



共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル(改定2版 )より

5)温度センサーの設置と点検

(1)温度センサーの設置と点検                 ・
暖房機は設定された室内温度になるように自動運転しますが、温度センサーが感知

する温度が暖房の開始 。停止を決定することになるので、室内温度が正しく測定でき
ていないと、暖房機を過剰に運転してしまい、結果的に無駄なエネルギーを消費して
しまいます。
温度センサーが適切に設置されているか、そして正常に作動しているか、必ず点検

確認しましょう。                 ,

0温度センサーの設置と点検のポイント

ア、温度センサーは作物の生長点付近などの適切な高さに設置
イ、暖房機や送風ダクトの吹き出し回付近への設置は避ける

→ 急激な温度変化の感知により適正な温度管理が困難になるうえ、運転・停止
を頻繁に繰り返し、暖房機の故障の原因になりやすい

<温度センサーの設置 (例)>
ン
ペ

i

イチゴ
｀
土耕栽培 イチゴ高設栽培
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―
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共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル (改定2版 )よ り

(2)ハイブリッド運転の場合の留意点
八イブリッド (ヒートポンプと燃油暖房機、木質パイオマス暖房機と燃油暖房機)運

転の際の温度センサーは、同一のものを用いるようにしましょう。

別々の温度センサーによる場合は、以下の点に注意が必要です。

|ア、それぞれの温度センサーを同じ位置 (作物の生長点付近)に設置し、同一の温度

を示すことを確認する

イ、誤差がある場合は補正する

●

:

e、et

||||||||

_ヽ了
ヽ

―t
′ヽ

、 _ュ

4

笠
・   領  _ヽ言 4`._
帯
 ヒー トポンフ 燃 油暖 膳機

ノヽイプリッド方式運転時の温度センサーの設置

(各機器で温度センサーが異なる場合)

<ハイブリッド制御装置>
ヒートポンプと燃油暖房機の運転を一つの装置で制御し、省エネと温度管理を的確に

行う専用の八イブリッド制御装置があります。制御装置は同下の温度センサーで温度を

計測し、ヒートポンプと燃油暖房機に適切な運転信号を送るため、設定温度を維持しな

がら効率よく運転できます。

ヒ ー トポ ンプ 黙 油 暖 斃 機

温 度 セ ン サ ー ・
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共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル(改定2版 )より

ア
イ
ウ

エ

2日温室の保温性向上技術

1)気密性の向上

温室の保温効果を高めるためには被覆面に隙間を作らないことが大切で、固定被覆資材
や内張カーテンの隙間を少なくし、気密1生を高めることは、経費をかけずにできる放熱を
抑制する方法です。

なお、被覆資材には経年劣化があり、水滴の落下 (ばた落ち)が発生するようになると
作物への悪影響が生じるようになりますので、被覆資材の状態を確認した上で定期的に更
新を行うことが必要です。

(1)外張被覆の点検
温室からの放熱には、被覆資材の隙間や破れ等から逃げる熱と被覆資材や温室構造材を

通過する熱があります。       、                     ,
温室の隙間や破れ等からの放熱は日頃の点検で大部分を防ぐことができますので、見つ

けしだいすぐに対処して温室内の保温‖生を高めましょう。

●外張被覆の点検・対策のポイント

温室の外張被覆の破れや隙間の点検
天窓や出入国の破損、隙間の点検
被覆資材留具の緩みの点検
換気扇シャッターや使用しない出入日の目張り、側面巻き上げフィルムの固定 (冬期間)

<外張被覆の省エネルギー対策 (例)>

外張被覆の隙間を目張り   出入口をフィルムで覆う タト張被覆をスプリング留め具で固定

1ヽ雪 とヽ1'

使用しない出入口を目張り
22

換気扇のシャッターを目張 り



共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル(改定2版 )より

(2)内 張カーテンの点検
温室内に内張カーテンを展張することで温室の保温効果が一層高まります。

内張カーテンの保温効果を最大限に発揮させるには、カーテンのつなぎ目や裾部に破

れ・隙間ができないよう十分に注意する必要があります。

また、多層被覆により寡日照や高温・多湿傾向を招くおそれがあるので、保温性だけ

でなく防曇性や防霧性、流滴性や通気性などを考慮した資材の選択、日中の換気や病害

虫防除などの適正管理にも留意しましよう。

●内張カーテンの点検・対策のポイント

下図のとおり、側面のカーテン裾部、出入口付近や妻面、多層カーテン肩部 (側面と

天丼面のつなぎ目など)、 温室の谷間部の隙間を日頃から点検して温室の保温ユ
1生を確保

しましょう。

内張カーテンにおいて隙間ができやすい部分

<内張カーテンの隙間 (例)>

天丼カーテンの隙間 (妻面)  天丼カーテンと側面カーテンのつなぎ目   温室のコーナー部の隙間

天丼の滑車付近の隙間

23
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肩部の垂れ下がりによる隙間 肩部の滑車付近の隙間



共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル(改定2版 )より

<カーテン裾部の隙間>
カーテンの裾部が塩かすぎることによる隙間、暖房時にカーテンがはためくことによ

つてできる隙間に注意が必要であり、さらに、夜間は冷気が下降してカーテンが温室内
側に膨らみ、温室内に冷気が侵入しがちです。

カーテン裾部を長めに確保し、留め具や土などの重しを乗せるなどして固定すること
により保温性を確保しましよう。

中

冷気による力Tテンの膨らみ    ヵ_テン裾部の固定 (留め具) カーテン裾部の固定 (土盛り)

<出入口付近や妻面の隙間>
開閉により外気が侵入しやすい出入口付近や温室の妻面の隙間を点検し、内張カーテ

ンの多層化等により高い保温:陛を確保しましょう。

中

妻面のカーテンの隙間 妻面のカーテンの隙間対策①   妻面のカーテンの隙間対策②

<多層カーテン肩部隙間>
2層カーテンの場合、 1層目と2層目のカーテンの隙間をなくすこと、さらに、肩部

分を遮蔽することにより保温効果を高めることができます (下図参照)。

◎O

二重カーテン
による観胡閣協
果カリウシI

多層カーテン肩部の隙間
24
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共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル(改定2版)より

<内張カーテ ンの開閉>
内張カーテンは温室内が適温に達した後に開放

し、温室内の温度が下がらないうちに閉めましょ
う。開閉をタイマーで設定している場合は、その

時期の日長 (日の出、日の入り時刻)に応して開

閉時間の設定を調節しましょう。
また、内張カーテンを自動開閉させる際は、加

温シーズン開女台時に試験的に開閉させて隙間の点

検を行いましよう。

内張カーテンの自動開閉

<その他の留意事項>
加温期間 (冬期)における北風は温室の保温機能を低下させる要因になります。断熱

資材 (反射性資材、発泡資材等)を温室北面に固定張りすることも、温室の保温機能の

確保に有効な対策です。
また、内張カーテンに結露水等が溜まり、下の写真のように金魚鉢状に膨らむことが

あります。被覆資材が破損する要因になるため、持ち上げて水を抜く、小さな穴を開け
て水を抜くなど、適切に対処しましょう。

温室北面へ断熱資材を固定張 り 金魚鉢 1犬 に膨らんだ内張カーテン

25



共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル (改定2版 )よ り

2)多重化・多層化

(1)外張多重化
①固定2重被覆

垂木などを用いてフィルムで屋根部や天丼部を
2重に固定張りし、カロ圧せずに断熱層を設ける方法
があります (固定 2重化)。

この場合、高い光線透過性があり、光線不足によ
る作物への影響を抑制できる被覆資材を使用する
ことが有効とされています。

フッ素系硬質フィルムによる固定2重化

②空気膜2重被覆
空気膜 2重被覆は、温室の屋根面 (または天丼面)等の被覆資材を 2重展張し、その

間にブロワーや送風フアンで空気を送り込んで空気の断熱層を形成することにより温室
の保温性を向上させる技術で、省エネ効果が期待できます。屋根面だけでなく、側面、
妻面も一体的に空気月菓2重構造とすることにより、さらに保温:1生を高めることも可能。
なお、空気膜の内部に結露が生じると昼間の日射透過を低下させる原因になるので、

送風には水蒸気含量の少ない室外空気を使用する方が結露の減少に効果があります。
また、夏期・高温期の日中は室内が高温になりやすいため、適切な換気に留意する必要
があります。

プロワーIE

空気月莫2重構造の温室のイメージ 空気膜のカロ圧のための送風ファン

よ醐

魏 蓮 脚

ユ
Ｈ
Ｉ
電
ｄ
一■

空気膜2重被覆 (屋根部 )

26
空気膜2重被覆 (側面部 )



共通対策 施設園芸省エネリレギー生産管理マニュアル(改定2版 )より

(2)内張多層化 (2層 田3層カーテン)

内張カーテンの展張による保温効果は多層被覆とするほど高くなり (3層>2層>1層
)、 また、天丼だけでなく側面や妻面も一体的に多層化することで、より高い保温効果

が得られます。温室全面の多層被覆に積極的に取り組みましよう。

内張カーテンによる保温効果は被覆資材の材質や厚みによつて異なります。次のページ

表-1に示した被覆方法別の熱貫流係数 (熱買流率)(注)を参考に、保温の必要性に応

して適切な方法を選択し、省エネルギー対策に取り組みましよう。

また、 2層のカーテンが密着してしまうと 1層カーテンに近い保温効果となつてしまう

ので、多層被覆の際には結里
~各
水等で被覆資材同士が張り付かない程度の間隔を設けましよ

う。
なお、多層化するほど光の透過!1生は低下するので、作物の生育特性とのノヽランスを勘案

して取り組みましよう。

注 :熱貫流係数 (熱貫流率)

被覆資材における熱貫流係数 (熱貫流率)は、熱の通りやすさを表す値で、数値が小

さいほど熱が通りにくく、断熱fl生が高いことを示しています (単位はW・ m-2・ ℃-1)

なお、熱貫流係数は、天候やノヽウス形状などの条件によつても変動があります。

【参考】内張カーテンの多層化による省エネルギー効果
内張カーテンを多層化し、その際、できるだけ保温効果の高い資材を使用することで、

省エネルギー効果は向上しますと

下の表は、主な内張カーテンの被覆方法による熱節減率を示したものですと熱節減率は

設置した被覆資材からの放熱量の削減割合を示しており、例えば、1層カーテンを設置し

た場合の熱節減率0.30(ガラス室)は、 1層カーテンを設置していない場合に比べて30
0/0の放熱量が削減されることをあらわしています。

できるだけ熱節減効果の大きい被覆方法により暖房のエネルギー使用の削減

に努めましょう。

区分 カーテンの種ユ顕

熱節減率

ガラス室
ビニール

八ウス

1層カーテシ
農PO(ポリエチレンフイルム) 0,30 0.35

LS同等品 (シルバ1:透明1) 0,35 0.40

2層カーテン
農PO十農PO Oi45 0=50

農PO+LS同等品 (シルバ1:透明1) 0,50 0.55

3層カーテン
農PO(農ビ)十農PO+不織布 0]50 0〕 55

LS同等品 (シルパ1:透明1)2層 +通気性資材 0.55 0,60

27

出典 :次 ページの表-1をもとに算定した概数
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保温方 法 被 覆資材
熱 買 流 係 致
rw._2.r‐ とヽ

二重 †度ィ甕

カーテンな tノ

ガラス、お更雲謝反

農 ビ、震 PO、 硬質 フィ)レム

震ポリ

58
6.4
6.8

表-1被覆方法別の熱貫流係数 (熱貫流率)
A)1菫 被

`隻

(B)保 温 機 種 (その 1)(固 定 張 り ガラス、石更質オ反、震ど、農 pO、 石更質フィルム)

(C)保 温†店奮 (その 2

保 温 方 法 カーテン資材
rw。 ぃ

‐2.r‐ 1ヽ

藝 H流 係 叡

1重 +1'曽カーテレ 不織 布

震ポリ (ポリエチレンフイルム)

農酉乍ビ (甍乍百妾ビ三)レフィ)レム)

震 PO(ポリォレフィン系フィルム)

展 L(1篤化 ビニ,レフィジレム)

中空構造 フィナレ′、

LS同等品 (ラル八 1:透 明 1)
LS同等品 (全面 シルパ )

布 団資材 (12日 lnl～ 5日 日ヽ1厚 )

4.4
4.2
4.1

3.9
3.3
3,フ

3.フ

3.S
■.8へ)3,0

1重 キ 2層カーテン 霞 ポリキ不 織 布

震 示り2屋
農 ピ (震PO)+不 織 布

LS同等 品 (シル八 1:透 明 1)十 不 織 布

震 L(震 PO)+震 ポリ

震 L (農 PO)2膳
LS同等 品 (全 面 シルパ )+不 織 布

中 空 i脅造 フィルム 2層
LS同等 品 (シんパ 1:透 明 1)十 震 ど (農PO)
LS鷹群幸品  (ラ )レノ(1:透 ]月 1)+中 空 オ蕎造 フィ)レ ノゝ

アル
=蒸

着 十不 栂
`布

アル三,昆 入中 空 構 造 フィルム キ農 PO
LS同等 品 (全面 シルパ )+中 空 構 造 フィルム

ア)レ玉蒸 着 十透 日月フィルノヽ

アテレミ系 着 キLS同等 品 (シルバ ■ :透明 1)
農 PO+布 国 資 材 (12nlm～ 5nnm厚 )

3.6
3、 4
3_4
3.4

3,3
312

3.1
3.1

2.9
2_9

2.9
2,7
2.7
2.5
2.5

1.5本ザ2.S
1重 +3層 カーテン 寒 冷 紗 (または割 布 )2層 +不織 布

LS同等 品 (ラル八 1:透 明 1)十 不 織 布 +寒冷 紗

LS同等 品  (シルバ 1:透 明 1)十 不 織 布 2'電

芦毀ビ (震 PO)+農 pO+不 織 布

農 ピ十震 P02層
LS同等 品 (シル八 1:透 明 1)2層 十通 気 性 資 材

中 空 橋 進フィテレ/、 十鍾登明 フイ,レノ、2層
中 空 オ脅造 フィガレ′、2届 十透 明 フィ)♭ ノゝ

LS同等 品  (シルノヾ ■ :透日月 1) +透 日月フイメレイ、2層
L5同等 品 (シル八 1:透 明 1)3居
LS同等 品  (シ )レノ(■ :透日月 1)+中 空 オ蕎造 フィ,レノゝ +震ど

LS同等 品 (ラル八 1:透 明 1)2届 十中 中 構 湾 フィん′、

(晨PO)

3.4～4.2
3.■ ⌒望3.6

2.3
2.3
2.7
2.フ

2.7
2_フ

2.6
2.5
2.5
25

保 温 方 法 被 覆資材
熙 貢 流 1系叡

rw.m。 2.r‐ ユヽ

固 定 2重碑 種

空 気膜 2重
カーテンな tノ 3.8

2重 +1層 カーテン 震 ピ、震 PO
中空構 造 フィメ♭ム

3.2
3.■

28
出典)施設園芸・植物工場八ンドブック
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(3)保温性の高い被覆資材の利用
①反射性資材

アルミ蒸着資材やアルミ箔資材のように赤外

線反射率の高い資材は、透明資材よりも断熱陛
に優れています。
市販されている反射資材の多くは、裁断した

アルミ箔資材を細糸で編んだ資材 (アルミ編み

込み資材)であり、遮光との併用を目的とした

アルミ箔資材と透明資材を組み合わせた編み込
み資材では透明資材の面積割合が多くなるほど

断熱性能は低下します。 アルミ編み込み資材

②中空構造資材
中間に空気層をもつ中空二層構造軟質フィルムのカーテン資材は、単層のフイルムよ

り断熱陛に優れています。
フィ)レム間に断熱 l生を高める空気層があることにより、ポリェチレン 1層カーテンに

比ぺ 1割程度は保温効果が高いとされています。

中空構造資材 (側面カーテン) 中空構造資材の構造 (例 )

③複層板
複層板はアクリル製やポリカーボネート製の資材で空気層があるため断熱陛に優れて

おり、 2層構造の複層板の断熱陛は、 lcm
以上の層隙間があれば、固定 2重に近い保
温性能が期待されます。

加工時または施工時に、内部に乾燥空気
や窒素ガスなどを封入してあると、内部の

結露や藻の発生を防ぐことができます。
なお、透明資材に比べると光の透過率の

低下がやや大きいため、側壁だけに使うこ

ともあります。

/

′   ′  〃
γ 117

1■ ′
ィ

. ィ| =―

-1 ャ

( 111

/4J

29
複層板の構造 (例 )
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(4)多層断熱資材 (布団資材 )

ポリエステル綿などを不織布や布で挟んだ多層断熱資材 (布団資材)は、断熱〕陛素材を
重ねた布団状の保温資材で、一般的な保温用の被覆資材に比べて 2～ 3倍高い断熱fl生を有
しています。
断熱陛が高く遮光率も高いことから、夏期には遮光資材として活用すれば、温度上昇が

抑制され暑熱対策としても効果を発揮することが期待されます。
従来は、多層構造の資材で厚みがあるため、巻き上げ方式や自動カーテン方式での不u用

が困難であったり、カーテンを開けたときに資材の影が大きくなるなど収束:性に課題があ
りました。
現在では、軽量化や薄層化が進み、自動巻き上げが可能で、収束'1生も改善されてきてお

り、新たな素材であるナノファイパーを使用した資材なども製品化されています。

表地(布・不織布)

1華:耳事葛
汗
1驚彗ξ毒語議華華:華i華:華華華:

裏地(布・不織布) 1～ 2層資材が入
るものもある

多層断熱資材の構造 展張時の布団資材

【参考】ナノフアイノく―を利用した多層断熱資材
軽薄化が進んできた多層断熱資材ですが、中綿にナノフアイノ〈―を使用した資材が開

発されています。ナノフアイノく二は、従来の繊維に比べ極めて細いため、断熱 l生を維持
しながら厚さを低減できます。このため、収束!1生も改善され、資材の影による日射の低
下も、作物の生育に影響がない水準にまで改善されています。
優れた断熱陛を有し、収束:陛も改善されたナノファイノヽ―断熱資材は、冬の暖房の省

エネルギー対策としてだけでなく、夏の夜間冷房の際の冷房負荷の軽減などにも利用で
きることから、年間を通した有効活用が期待されます。

冬は熱を
逃がさない

ぜ物/H牛

夏は熱を

ダ
快適に

ナノファイ
断熱資学→

森じいr

30

出典 :ナノフアイノく―断熱資材活用マニュアル
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3.省エネのための温度管理技術

1)施設園芸作物の適温管理

作物には品目・品種・生育ステージ毎に生育適温 (最も良好な生育を示す温度域)があ
ります。
作物の生育適温にふさわしくない過度の省エネルギー対策によつて作物の生育不良、生

産物の品質低下や収量減を招くことを避けるため、まずは、栽培している作物の生育適温

を確認しましょう。

(1)野菜の生育適温
主な野菜の一般的な生育適温は表-2のとおりですが、地域で奨励されている品目や品

種によつて適温範囲が異なるので、栽培開始前に必ず普及センターやJA等の営農指導機
関に確認しましよう。
野菜は地上部が多少低温ま       表‐2作物別生育適温並びに限界温度

たは高温であっても、地温が
適温であれば生育するといわ
れていますが、イチゴの高設
栽培などは地面から隔離され
ているため、温室内の設定温
度を上耕栽培に比べて高めに
設定しなければならないなど
の事例もあります。

同じ品種であつても、栽培
方式により温室内の管理温度
に差が生じる場合もあるので
注意しましよう。

(2)花きの生育適温
切り花、鉢もの類、観葉植

物それぞれの標準管理温度は
表-3～5のとおりです。

同一品日であつても、タイ
プ別 (スプレーや輪物な
ど)(品種別、生育ステージ
別 (栄養生長や花芽分化・花
芽発達段階など)に適温が異
なるため、品目や品種別の適
温、生育ステージ別の適温を
栽培開女台前に必ず確認しまし
よう。

作 物
昼気温 (t) 夜気温 (t) 地 温 (t)

最高限界 適 温 適 温 瓢 限界 騒商限界 通 温 最低限獨

ナ

ス

科

トマト

ナス

ピーマシ

35

35

35

25僧 20

28～23

30～ 25

13-8
18～ 13

20～ 15

5

10

12

25

25

25

18～ 15

20～ 18

20～ 18

13

13

13

ウ

リ

科

キュウリ

温室メロシ

スイカ

カボチャ

35

35

35

35

28～23

30～ 25

28～ 23

25～ 20

15～ 10

23～ 18

18～ 13

15～ 10

8

15

10

8

25

25

25

25

20～ 18

20～ 18

20～ 18

18～ 15

13

13

13

13

イチゴ 30 23～18 10へ′5 3 25 18～ 15 13

出典 :施設園芸八ンドブック

表-3切 り花の冬期の標準管理温度

種 類 昼
｀
温 夜 温 備 考

キ ク 25て以 下 14～ 18て 品 種 による

′(ラ 23～25t ■5～ ■3て 晶 種 による

カーネーション(大輪 x周年 )

カーネーション(房咲 x周年 )

シュッコンカスミツウ

ア,レストロメリア

20℃
■8～20℃

12て

■0～■2て
草 丈 20c:liま で子よ夜 温 ■5て
看 百彗野」用 (頬温 15て22て以

~F
8～ 10て

5～■0て20て
スターチス (シヌアータ) 25て以 下 8-10て

■0てスターチス (Hvb) 25て以 下

キンギヨソウ

スイートピー

ユーストマ

20(以
~下

■8℃
25て

5～ フ℃

5て

13～ 15℃

曇 雨天 日は夜温 2て

カ ポウユリ

アジアティックHyb
オリエンタテレHyb

25℃以 下

25て以 下

■3～■5て

13～ 15て
25て以 下 ■5～ 18て

チューリップ 25て 以 下 14て
八ナモモ

ユキヤナギ

20て
25て

20て
5て

31 出典 :農業技術体系 花き編 1巻
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表-4鉢もの類の標準管理温度 表‐5観菓植物の標準管理温度

種類 鶏 夜温

アザレア 12～ 18て 10℃

インプ(チェンス 15℃

ガーベラ 25て以下 15℃

カラシヨエ 25て以下 10t
ベゴエア (エラチオール) 18t
ベゴエア (セン′() 10て

シクラメン 20て以下 12～ 15℃

シネラリア 5～ 12℃

ゼラニウム 20℃以下 8～ 12℃

八イドランジア 12～18t
八イビスカス 18て

プⅢ)ムラ(オプ]ニカ) 25℃以下 10～ 12℃

ブおジムラ (ポリアンタ) 25て以下 5～8℃

プ1)ムラ(マラコイデス) 25℃以下 5～ 10℃

ペラルゴiウム 8～ 10て

鎚典 :農業技術体系 花き編 1巻 トス 35℃以下 20℃

出典 :農業技術体系 花き編 1巻

(3)果樹の生育適温
果樹の開花期・果実肥大成熟期における生育適温は表-6、 フのとおりです。

果樹の温度管理では、昼温は高温障害を防ぐための換気管理が主体であり、加温栽培の
特徴は夜温の管理になります。
野菜や花きと同様に品種別、生育ステージ別の適温を栽培開始前に必ず確認しましょう

表-6開花期の温度管理目標        表-7果実肥大成熟期の温度管理目標

機種 昼温 夜温

オウトウ 20～22て フ～8℃

スモモ 18～ 22て 7～8℃

モモ 18～ 20て 3～ 9ηC

ナシ 20～25て 8～ 12℃

カキ

ブドウ

有核 (ネオマス、巨峰なD
無核 (デラウェア)

温州みかん

25～ 28℃ 12～ 15℃

25～28て

23～25℃

15～ 18て

8～ 10℃

23～ 25ヨC 15～ 18℃

ビワ 15～ 20て 5～7℃

樹種 昼温 甑

オウトウ 22～ 25℃ 10～15て

スモモ 25～28℃ 10～15℃

10～15てモモ 25-28℃

ナシ

カキ

25～23℃ 10～ 15て

25～ 30℃ 18～20℃

ブドウ 25～28℃ 15～20て

温州みかん 25～ 30て 20～22℃

ビワ 20～25t 8～ 15℃

イチジク 25～ 30℃ 15～20て

種類 臨 憾

アジアンタム 12～ 15て

アロエ 8℃

アンスリウム 18～ 20て

インドゴム 20℃以上 13℃

ベンジャミンゴ
｀
ム 20℃

クズマニア 18℃

クロトシ 18～ 20℃

20～ 25℃ 13てサンセベリア

シンゴiウム 20℃以下 16～ 18て

シェフレラ 12～13て

ヌプ(ティフィルム 16～ 18℃

ディフェンパキア 20℃

ドラセナ・<砂サンゲフナ 25℃ 20℃

キラ 18℃

フイロデンドロン (セロム) 10～ 11℃

出典 :農業技術体系 果樹編 8巻
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出典 :農業技術体系 果樹編 8巻
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2)天敵資材や花粉交配用昆虫の活動適温

施設園芸において省力化や品質向上に大きな役割を果たしている天敵資材、花粉交配用
昆虫の活動適温は、表-8、 9のとおりです。

天敵資材や花粉交配用昆虫の種類ごとに活動適温が異なり、また、栽培作物の生育適温
とノくランスをとつた温度管理が重要です。使用の際は必ず事前に活動適温を確認するとと

もに、管理温度が不明確な場合は、普及センターやJA等の営農指導機関に確認しましよう

表-8天敵資材の最適活動温度

天融資材
活動可能温度

(雄 )
活動過渦

賊

(観 )

チリカフIJダニ
12～ 30て
(>500/o)

22～25℃ 65～ 750/。

ククメリスカフリゲニ
12～35℃
(>60。/o)

21～23℃ 65～ 750/o

スワ,レスキーカフ1)ダニ
15～ 35℃
(>600/o)

28て
(夜温 15て以 上推奨 )

高湿度 を好む

ナミヒメ八ナカメムシ
15～35て
(>50γo)

21-23て (65～ 75。/o)

タイリクヒメ′ヽナカメムシ (13～ 32.5て ) 21ハψ23℃ (65～フ50/o)

ヤマトクサカゲロウ 15～35℃ 24～26て 70～90%
ショクガタマプ(エ 16～ 35て 20～ 24て 75～ 350/c

オンシツツヤコプヽチ 15～30℃ 20～ 2■・℃
60～900/o

(最適 フSC/o)

コレマンアプラブぐチ 5～30℃ 20～24℃ 55～ 65。/。

イサエアヒメコ′〔チ 15～30て 20～25t
八モグリコマヨジ(チ 15～ 30て 15～ 20℃

出典 :施設園芸ノヽンドブツクに一部追記

表-9花粉交配用昆虫の活動温度

花粉交配用昆虫 活蝉 活動停止温度

マル八ナパチ 6～7℃ 30℃

ミツ 壁升 10℃ 35℃

出典 :施設園芸ノ(ン ドブック

3)省エネ型の 品種や作型へ の転換

野菜や花きでは、品目によつては低温での伸長性、開花性、着果!1生、肥大性や
成熟fl生などに優れた品種が開発されているものがあります。また、厳寒期を避け
た作型に変更することでも暖房エネルギーの削減が可能です。

このような低温に強い品種や厳寒期を避けた作型への変更にあたつては、導入
による収益性や地域での適応f陛などについての評価が必要ですので、事前に営農
指導機関に相談しましょう。・

33
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4)温度ムラの改善 (送風ダクト・循環扇の利用)

温室内の温度ムラは作物の生育に影響を及ぼすだけでなく、無駄な加温による燃料消費
量の増加につながります。

まずは、温室内の複数箇所において温度を測定し、温度ムラの有無や温度差を確認しま
しよう。この際、以下の点に留意しましょう。
●暖房機の温度センサーと同様に作物付近 (生長点付近など)の適切な高さで温室温度
を測定すること

0複数の温度計 (特に市販の棒温度計)を使用する場合は個々の温度計間の誤差を予め
把握し、必要な補正を行うこと

温室内の温度ムラの有無や温度差を確認したうえで、これらを改善するため、送風ダク
ト、循環扇を有効に利用しましょう。

(1)送風ダクトの利用と適切な配置
送風ダク トは、送風抵抗を少なくし、で

きるだけ多くの送風量を確保することが重
要です。
右図は基本的な主ダク ト、枝ダクトの配

置例ですが、主ダク トの直径や枝ダク トの
本数・直径は暖房機の送風量に応して選択
する必要があるため、事前に暖房機の取扱
説明書での確認が必要です。

●内張カーテンの点検・対策のポイント

ア、送風ダクト表面からの放熱が大き |

いため、暖房機付近では吹き出し |

量を少なく、遠くでは吹き出し量 |

を多くできるようにしましょう。 |
イ、温室内の冷え込みが厳しい所では |

ダク トの本数を増やしたり、吹き |

出し穴の大きさ・間隔を増やしま :

しよう。            |

(b)妻 面設世の例 (d)中 央設置の例

(o)妻 面設置の例

B 上吹 の 配置例

(F)妻 面設置の例 (g)中 央

ダ
ク
ト

A,下吹き出しのダクト配置例

(a)妻 面設置の例

主ダクト

(c)中 央設置の例

ダクト

枝
ダ
ク
ト

主
ダ

ク
ト

ダ
ク
トク

ト

と

送風ダクトの設置方法 (例 )

イ

:|!!:里,::甲
里g日田■日電甲1甲■甲臀嘔「■ロロロ甲邸旧日日出り嘔

,日

'!!!首

IP■
里里雪里

“

口■日■ロロロ■いユ
.

‐―

乳

技？
ウ
帯

枝
ノダゥ
ト

/枝 ダク ト

経
ｇ

ｎ

暫

騒

誤

盈

/枝 ダク ト＼

B

下吹き出しのダクトの設置例
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(2)循環扇の利用と適切な配置
送風ダク トを利用しても温度ムラを解消できな

い場合には、循環扇を利用して温室内に大きな空

気の流れをつくり、温度ムラを改善することが有
効で、温度ムラが解消されることにより100/o程

度の省エネ効果が期待されます。
循環扇は温室内に水平方向の流れ (強制対流)

をつくることによつて、暖房時の自然対流による
温度ムラを改善するタイプのものが多く、この場
合、自然対流よりも強い強制対流をつくり出すた
めの配置が重要になります。

空気の流れをつくる循環扇

循環扇を設置する場合、循環扇の正面では強い風が吹くため、栽培作物に風が直接当
たらないような位置 (一般的には作物の最頂部と温室の天丼部の間)に設置しましよう

●循環扇の配置のポイント

ア、右上図のように、風の至J達距離を
目安に循環扇の設置間隔を設定し
ましょう。

イ、単棟八ウスなど間国の狭い温室の
場合には、同一方向に送風して温
室の下層部で戻りの気流が形成さ
れるように設置しましょう。

ウ、連棟八ウスなど間回の広い温室の
場合には、右下図のように複数の
対流の渦が形成されるように設置
しましょう。

循霞扇の風の

到達I優離

〔l見ど面立面図〕

間国の狭い温室での循環扇の設置 (例 )

循環扇を設置して空気を流動させる
ことは、温度ムラの改善だけでなく、
結露の発生軽減による好湿性病害の抑
制効果やC02濃度の均一化による光合
成の促進効果も期待できるため、それ
ぞれの温室に適した配置方法を工夫し
ながら効果的な省エネルギー対策に取
り組みましょ
う。

|

|

|

I

|

|

|

!

●→    ●→

●

●→ ●→

◆ ●   +●

← ●    ◆ ●

●◆ ●→
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5)暖房温度の変温管理

(1)多段サーモ装置による変温管理
複数の温度設定が可能な多段サーモ装置を活用することで作物の

生理に合わせた一日の温度管理 (変温管理)を行うことが可能とな
り、恒温管理 (変温なし)に比べて作物の生育促進と省エネルギー
化が期待できます。     ィ

下図のとおり、一般的な‖亘温管理 (変温なし)では夜温を一定に
保つよう暖房するのに対し、変温管理では夕方、夜中、早朝と設定
温度を変化させます。

NT‐145

多段サーモ装置

これは、夜中の呼吸抑制や早朝の光合成促進等に合わせて温度調整を行う技術で、夜間
の設定温度を引き下げることにより50/0程度の省エネ効果が期待されます。

17t

12セ
生爾促観 員

生

書エネ鋤黒
10～1砲 ‐―“……‐

(蛮温なしの増合)
密エネ競暴

8℃

7朝加温 転流使進
時薗帯夜固時間帯 時 帯 墨闘時固帯 夜閣時閣帯

8℃

暖
房
設
定
温
度

0246 8    10    12    14    16    18    20

多段サーモ装置による変温管理の温度設定 (例 )

軍韓み8温
a寺間帯

転沈促進
辱閤時間帯

22   24 (時 間)

閉れ朝由のとと

また、変温管理機能に日射演算機能を付加 (日射演算機能付
きの環境制御装置及び日射センサーが必要)させることで、晴
れの日と曇りや雨の日の転流促進時間帯の温度を変化させ、光
合成の促進やさらなる省エネ効果が期待できます。

日射センサー

17℃

12そ
生育盤 鋤票

生育促逸鋤暴
10～ 11℃ ――‐一二‐―主幽!■

●

・
‐ ‐ い い ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

密エネ鋤暴
(交温なしの増台)

密エネ鎌果

暖
房
設
定
温
度

夜固時閣帯

0     2     4     6    8     10     12    14     16    18    20     22     24  (時 ,配 )

日射演算機能付き環境制御装置による変温管理の温度設定 (例 )

変温管理を行う際は、栽培作物の収量・品質が低下しないように留意する必要があり
ます。各品目の試験研究結果等を参考にして適正な温度管理を行いましょう。
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(2)花き生産 におけるEOD加温技術
EOD加温技術は、温度や光に対する

感受性の高い日没後の時間帯 (End of
Day:EOD)に短時間 (3～4時間程
度)温室内の設定温度を高め、その後
の夜間の時間帯は1隠行よりも低温で管
理できる技術で、栽培期間中の燃料使
用量を削減することが可能となりま
す 。

各地で行われた実証試験では、キク、
カーネーション、 トルコギキョウなど多く
の花きで、エネルギー投入量を削減しつつ、
慣行の温度管理と同等の生育・品質が確保       EOD加 温のイメージ
できることが確認されています。

なお、シクラメンでは温度を下げることで相対湿度が高まり、好湿性病書が発生する

ケースもみられるなど、EOD加温技術の効果は品目や品種によつて異なりますので、取

り組む際には普及センターや」A等の営農指導機関に相談しましよう。

【参考】スプレ下ギク・ トルコギキョウにおける実証試験結果
和歌山県で実施したスプレーギクの実証試験、鳥取県で実施したトルコギキョウの実

証試験では、EOD加温処理を行うことにより、慣行の温度管理と同等の切り花の収量

や品質を確保しながら、重油や電力の消費量を300/。程度削減できることが確認されてい

ます。
また、開花促進効果が確認されており慣行の温度管理よりも栽培期間の短縮も期待さ

れます心

EOD畑
―

スプレーギクの事例

夜間の温度を下げても、切り花品質を
確保でき、暖房費を大幅に削減

重油消受量の比較 (kLr鼻 o8)

30鴇為帝i巌

慣行
COD
処理

EOD‐23t
iO電

…
EOD加温

慣行加温

】
胆 蔭
度

1

1

６

２

３

４

０ 触 18t
EOD処理慣 行

日中Ⅲ

下げる

上げる

出典 :農研機構花き研究所資料
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6)作物の局所加温技術

温室全体の管理温度は低めに設定し、作物の根圏や生長点を局所的に加温することに
より、燃料消費量の低減など省エネ効果が期待できます。

(1)イチゴのクラウン温度制御技術
冬の低温期にイチゴの生長点が集中する株元 (クラウン部)を局所的に20℃前後に維

持することで温室内の夜間管理温度を低く設定することが可能となり、収量増や果実肥
大が促進されるとともに、暖房経費を大幅に削減できます。
クラウン温度制御では、冷温水製造装置と2連チュープを組み合わせた装置や、テー

プ状の加熱器 (「テープヒーター」)によリクラウン部を加温する方法等が開発されてお
り、冷温水製造装置と2連チュープを組み合わせた装置での実証試験では約4割の光熱
買の削減が確認されています。
装置や資材の導入コス トが必要になりますが、収量の増加や燃料コス ト低減により所

得向上が期待できます。

軟質堀ビ製
空 温度制御用

2運チュープ
テープヒーター

復路  往路
出典 :農業新技術2009

(2)ナスの株元加温技術  =
ナスの畝上に設置した透明フィルムのトンネル内に送風ダクトを挿入する「ダクト加

温」により、株元を局所的に加温することで12月以降の収量を確保するとともに、慣行
よりも温室内設定温度を下げることで燃料コストの低減が期待でき、実証試験では燃料
消質量を約半分にできることが確認されています

ユニの
魔れ

SC: 検ダクト

Iユ
3c14

出典 :農業新技術2012
38

■
４

・

透明フィルムの
トンネル

トンネル加温用
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(3)バラの株元加温技術
施設パラ栽培において、株元に温湯パイプを設置した加温システムを導入することに

より暖房効率を高め、ノヽラの出芽・伸長の促進、高品質な切り花の採花とともに、省工

ネ効果が期待でき、実証事例でも約4割の投入エネルギーの削減が確認されています。

採花枝 温湯パイプ

口 ―ルキユープ

ロックウールマット

出典 :神奈川県農業技術センター資料

(4)トマトの生長点加温技術
通常は、温室の通路上に配置する送風ダクトをトマト群落上に吊り下げて生長点付近

を加温することにより、慣行の栽培方法と比較して収量の低下を招くことなく省エネ効

果が期待でき、実証試験の結果では10。/0程度の燃料消費量の削減が確認されています。

成長
花

温慶陣害を回避

点

発奪

罪 夢

〉
〈

　

（

循槻的iti畑恩

尋

甘∵ |:発静ti'表 i誌群 .生
:々
―ヽ

与
温度Ⅲ阜書は起こりにくい

エネザレlⅢ …消費削減

日中げ)鞘l温確保 (「
`Iホ

リ

舶温不曹

4長

1

出典 :「成長点局所加温とC02施用を組み合わせたミ三 トマ ト栽培技術」
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4.省エネ対策の多面的な活用術

1)ヒートポンプの周年的な活用
ヒートポンプには暖房機能だけでなく、家庭用の

エアコンと同様に、冷房や除湿の機能があります。
夏期の高温時や梅雨期などの多湿時に夜間冷房や

除湿を行うことにより品質の向上、収穫量の増加、
病害の軽減などの効果も確認されています。

ヒートポンプの多機能性の活用は、ノヽラの夜間冷
房など花き栽培での活用が先行していましたが、野
菜や果樹での試験研究においても様々な品目で効果
が確認されてきており、生産現場での利用も進んで
きています。

ヒートポンプの多機能!性を活かして、周年的に活
用することにより、暖房の省エネだけでなく、引又益
性の向上や産地形成にも結びつけることが期待でき
ます。

<夜間冷房・除湿利用による研究成果 (例)>

夜間冷房にも利用されるヒートポンプ

(1)冷房機能の活用
暖房の省エネのために導入したヒートポンプの能力では日中の冷房を行うことはでき

ませんが、日射のない夜間であれば、冷房負荷が日中の 1～ 2割 となるため冷房に活用
することが可能です。
夜間冷房により、花芽分化の誘導、良質な苗生産、収量や品質の向上、作付期間の前

進化などの効果のほか、近年影響が拡大している高温による作物被害の影響を軽減する
ため対策としての活用も期待されます。

品 目 実施方法 効 果

メヾラ
夏季に夜 F日弓冷房  (3/1～ 9/15、 設定温度 20て )

を実施

高 温期 (3月中旬 ～ 9月中旬 )に定植する作型 に

おして 夜 岡冷房 (設定温 度 22てまたは19て、18
時 ～翌 6時)を実施

夜間冷房期間 (8～9月 )の切り花重量が

約 5割 、切り花長が約 1割増加 )

切り花長が長くなり、がく割れが減少する:■で

品質加 上 (19℃の方が

'力

果力t大きい)

ユ リ

トマト

ミディ

トマト

ミカ ノ

夏秋期の夜 F日](17:30～ 8:30)tこ冷房 (8/10
～ 10/8、 言費定渇臓鞍0℃ )と防に,最 (10/9～
12/22、 オロ女寸湿度 80。/。以 Tヽ )を実方題

8月 上旬定植から約 lヶ月闘 (3/8～9/7)の夜問

冷房 (22時～翌4時、設定温度 20℃ )を実施

梅 雨期 に収穫するミカンを1又穫 lヶ月 前から設定温

度 18て 、湿度 900/。で雨 天 時 に冷房・除湿運 転を

実施

裂異や尻腐れ果の発生が抑制され、可販果

H又量が約 2イ嵩(こ増カロ

車丈が伸び、芯止まりが減少して、株当たりの

果 実数 、平均果重が増加

浮皮 の発 生力ぐ子rp制され、果度 の赤みを示す

a値や着色 歩合 が向上

マンゴー
満開 50日以降の16時～翌 7時にかけて除湿

(80%以下 )を実施
ヤ鞣 の発生が減りA晶率が向上
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また、冷房についても、エネルギー消賣の少ない技術が開発されており、 トマ

ト (開花花房部)、 ノくラ (株元部)などの局所冷房技術のほか、花きでは、日没

後や夜明け前の短い時間帯だけ冷房を行うエネルギー消費の少ない短時間夜間冷

房技術も開発されています。

く花きの短時間夜間冷房技術>

日の入りからの 4時間、あるいは夜明け前の
4時間のいずれかを21℃で冷房し、冷房終了後
は直ちにノヽウスを開放する温度管理方法とする
ことより、終夜冷房 (日の入りから夜明けまで
の冷房)に比べ、電力使用量を削減しながら終

夜冷房と同等の品質向上を図ることができます

実証試験において、パラ、夏秋ギク、カーネ
ーション、シクラメンなど多くの品目で効果が

確認されていますが、 トルコギキョウの育苗な
ど効果が確認できなかつたものもありますので
、取り組む際には普及センターやJA等の営農

指導機関に相談しましよう。
短時間夜間冷房の温度推移

【参考】パラにおける夜間の短時間冷房の実証試験結果
広島県で実施したパラの短時間冷房 (冷房温度21℃ )

の実証試験では、終夜冷房に比べ、日の入り後の短時間冷房
では約4割、夜明け前の短時間冷房では約6割の電力使用量
の削減が確認されています。

また、切り花の品質等への影響については、冷房を行わな
い場合と比べて高い品質向上効果が確認されており、特に日
の入り後の短時間冷房では終夜冷房と同等の効果が確認され
ています。

冷房時間切り花長切り花量花冠高花弁敵

(cm) 0 (mm)t軟 )

黒冷燒  みI?  30密  44d 80す

JF it   lyふ   いヽ1  弩すと  il i:凛
,0‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 中 ‐ ■ ‐ ‐ ‐ ‐

I日の人拶後

I夜畷け
終夜  日の入り後 夜明け前

電力使用量の削減効果            切 り花の品質向上効果

出典 :最新農業技術・品種2017
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共通対策 施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル (改定2版)より

(2)除湿機能の活用
作物の病気には、灰色かび病、ぺと病など多湿環境下で発生しやすいものが多く、施設

園芸においても栽培上の課題となつていますが、ヒートポンプの除湿機能を活用すること
でこれらの病気の発生を抑制することが可能です。

これにより、品質や正品率の向上による収益性の改善、農薬使用量の減少によるコスト
削減効果やそれによる安全'陛の向上も期待されます。
除湿運転を行う場合にも、循環扇を利用して作物周辺の気流を確保するなど空気の滞留
を起こりにくくする工夫が必要です。
なお、ヒートポンプによる除湿運転は冷房運転でもあるため、除湿運転により室温が低

下することから、室温を低下させないためには、ヒートポンプの除湿運転と同時に燃油暖
房機で暖房するなどの工夫が必要となります。

作鞠名 多湿下で多発生す鶴 書

トマト

ナス

ピーマン

キュウリ

メロン

イテゴ

葉か嚇 、現点病、疫病、灰色か嚇 、輪紋

病など

褐紋病、黒枯病、灰色かこ声病、菌核病、す

すか【鮪 など

灰色か嚇 など

牝 病、炭そ病、黒星病、灰色か晰 、菌核

病、つる枯病、褐斑病、斑点細菌病など

ぺと病、つる4古病など

灰色か輔 、函核病など
キュウリの褐斑病

出典 :施設園芸・植物工場ノ(ン ドブック
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共通対策
5 国芸用′ゝウス建設費のコス ト縮滅

【低コスト耐候性ハウスとは】
一般的に普及している鉄骨補強パイプ八ウス等の基礎部分や接合部分を、強風や積

雪に耐えられるよう補強・改良することで、ガラス温室や鉄骨八ウス並の耐候性

(風速50m/s以上又は耐雪荷重50kg/請 以上)を備えるとともに、設置コス トが鉄

骨ノヽウスの平均的価格の4既ね7割以下であるもの

台風や積雪等の気象災害を受けないため、被覆資材を毎年取外す必要がなくなる

ほか、周年栽培が可能となり、単収の飛躍的向上が期待できる。

ソイルセメントを用
いた基礎部の補強 接合部分の強化  ブレースの増設   きくでの導入事例

【国芸用ハウスの建設コストの上昇】

本県においては、 トマト、花きなどにおいて低コスト耐候1生ノヽウスの導入が進ん
できており、台風が襲来する時期においても生産が可能になるなど、年間を通した

安定生産に結びついている。
しかしながら、近年、骨材の価格や建設労賃の高止まり、附帯施設の高度化など

により、施設建設コス トは年々、増加してきており、平成 20年の導入価格と比較

すると約 200/。上昇し、農業所得向上の妨げになっている。

【先進的な取り組み事例】

低コス ト耐候!性八ウスの導入が進んでいる地域では、施設のコス ト縮減を図るため、

以下の取り組みがなされていると

①ノヽウスの規格 (間口など)や附帯施設 (暖房機、環境制作[機器など)の仕様 の統一化

②大規模区画でのノヽウスの整備 (基盤整備を行つた固場でのノヽウスを導入)

③工期の確保 (施工業者に対し、工期の確保を図ることで、労働力の効率化と労賃の縮

減が図られている。)

④発注の集約 (リ ース事業を用いて同じ仕様の八ウスを大量発注することで、スケール

メリットを出している。

普及に当たつての留意事項

・農地中間管理事業の活用や基盤整備などによる施設用地の確保
・作目毎の八ウスの仕様の決定
。計画的な事業実施
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共通対策
6日 既存施設の有効活用

1)老朽化施設の長寿命化
近年、施設整備買が高騰しているため、既存施設をできるだけ長期間利用するこ

とで施設整備買を抑えることができる。

①定期的な施設の保守点検
定期的に施設の保守点検を実施することにより、補修が必要な箇所を把握し、必

要に応して部品の交換等を実施することで施設本体の腐食等を防止する。

②部品の変換・補強等の実施
谷部や地際部等の腐食や破損が進みやすい箇所やビ三ペット等の交換を行い、八

ウスの強度を確保することで使用期間の延長が可能となる。
また、近年の台風の大型化や寒害の発生等、気象災害へ対応するため、効率的に

既存施設の補強や保温性の向上等を行う必要があると
また、硬質プラスチックフィルム等の交換の際には、長期に利用可能なフィルム

ヘの交換等を検討する。

谷部の交換      接合部分の強化

2)導入ハウス等の低コスト化

①品目・作型に応した適正規格の八ウスの導入
品目や栽培期間によつて台風等の気象災害のリスクが異なるため、品目や作型に

応して過剰投資とならないよう八ウス規格の選定を行う必要がある。併せて、附帯
施設についても必要性を十分に検討の上、整備する。

②新たに開発されている低コス ト八ウスの導入検討
アーチパイプ間隔や立体構造の変更、高強度な資材の活用等により既存八ウスよ

りも安価なノヽウスが開発されているため、栽培作物・作型に応して導入を検討する。
また、近年の台風の大型化や寒害の発生等、気象災害へ対応するため、効率的に

既存施設の補強や保温性の向上等を行う必要がある。

ブレースの増設

―
却

―

‐

「■:|,

普及に当たつての留意事項
。部材の交換等においては、専門家に確認の上、八ウスの強度や安全面に配慮が必
要で  ある。
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共通対策

7.資材費等の縮減対策 長綺颯上軍,断ツール,聴 黒 日入

“
=(2019年

臓破 )

”
・１
劇
“
『
■
“
即
加

引奪壱麹笙∬
即
磁
“

田 蹴離

1)肥 料 費

(1)上壌診断に基づく適正施肥の実施

1)作付前の EC(電気伝導度)、 無機態窒素および可給態窒素含量をもとに、基肥の

窒素施肥量を検討する。

2)可給態リン酸含量や交換性カリ含量の高い土壌では、リン酸やカリの肥料成分の減
肥や無施用が可能である。普及指導員や営農指導員の指導のもと、単肥や低PK成分
肥料 (L型肥料)を利用する。

(参考〉
各作物の施肥基準、土壌の改良基準 (土壌診断基準)は、長崎県HPの農林部

農政課の長崎県農林業基準技術・土壌肥料部門で参照できる。

(2)効率的施肥技術の導入による施肥量の節減
作物の養分吸収特性に応した養分供給を行う施肥技術の導入により施肥量を削減で

きる。

1)肥効調節型肥料 (緩効性肥料)の導入
肥料の溶出速度をコントロールして作物の不u用効率を高めることで、施肥回数の削

減や基肥の施肥量を節減できる。

(1)被覆月B料・・・LPコート、回ング、セラコート、SCコ ート、シグマコエト、エ
ムコートなど

(2)化学合成緩効性肥料・ 。・ウレアホルム、 IB、 CDU、 グアニル尿素、オキサ
|          ミドなど

(3)硝酸化成抑制材入り化成肥料 。・ 。ジシアンジアミド、AM、 DCS、 MBTなど

2)局所施肥技術の導入
根の周辺に施肥する技術であり、金面全層施肥に比ペ

て作物の肥料の利用効率が高くなり、施肥作業の省力化
や施肥量の節減ができる。
局所施肥には、畦内施肥、条施肥、側条施肥、深層施

肥、セヅレ内施肥などがある。
畦上金面施肥では 100/O程度の窒素施肥量が削減でき

るが、肥効調節型肥料と条施肥や畦内施肥とを組み合わ
せることで、20～ 300/。程度の窒素施肥量の節減が可能
である。

側条施肥機 (乗用型)

3)養液土耕(濯水同時施肥栽培)の導入

毎日必要な養分 (液肥)を水に溶かして施用することで、養水分管理の省力化と施

肥量の節減が図れる。又、リアルタイムで栄養診断、土壌診断を行い、 養水分の供

給の調整を図れば、更に、効率的な施肥が期待できる。 45

土壌分析を実施 し、土壌診断基準や施肥基準
に基づき施肥設計を作成し、計画的に必要な養

分について適正量を施用する。



共通対策

(3)有機資源利用による施肥量の節減

地域内の有機性資源を積極的に利用することで、化学肥料施肥量の節減が可能である。

1)家畜ふんたい月巴の活用
家畜ふんたい肥はリン酸やカリの供給効果は高いが、窒素等のコン トロールが難し

いため、基肥の一部代替を中心として利用する。

2)代替率は環境負荷、農作物への品質への影響を考慮して、基肥窒素施用量の 300/O

程度までを代替する施肥量を目安とする。

O肥料的効果を考慮した家畜ふんたい肥の施用量の算出方法

表  家畜ふんたい肥の肥効率目安  ―黒ボク露地野菜対象(千葉県)一 %

家畜心、んたいЯ巴の
種類

たい肥の肥効率

90

鶏ふんたい肥 90

90

豚ぷん・牛ふん
たい肥

註)化学肥料の肥効を 100と した場合の肥効率を示す。

K20

90

90

90

【計算式】
家畜ふんたい肥施用量(kg/10a)

代替率(%) 100 100

=基肥N量(kg/10a)x

100     たい肥のN含有率(%)   肥効率(%)

【留意点】
家畜ふんたい肥は完熟たい肥を施用するも未熟なたい肥の施用や長年多量施用は、農作物に

病害虫や生理障害の発生、また、土壊中にリン酸や加里、銅、亜鉛などの集積を招くことが懸念
されるので注意する。

3)緑肥作物の活用
緑肥作物を作付けすると根粒による窒素固定や溶脱養分の吸収による養分の蓄積が

行われる。これを鋤きこむことで後作の施肥量の節減が可能となる。
ばれいしょでは収穫同時播種機を利用することで、緑肥播種作業を省力化できる。
緑肥作物の鋤込みから後作の播種等までには 1か月以上の期間をおき十分に腐熟さ

せる。鋤込み後に耕うんを繰り返すことで分解が促進されるので、整地と合わせて作
業を組み立てる。

XX

たい肥の全窒素含有率

乾物当たり 現物当たり N P206

0～ 2 0-1.6 20 80

2～ 4 1.6～ 3.2 50 30

4～ 3.2～ 60 30

0～ 2 O-1 10 80

2～4 1～ 2 30 80

4～ 2～ 40 80
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共通対策

根様機
(軍系

霞だ)

壊
書
制
４

主
義
抑

中

盤
触
鰯
輻

姓阜
の

抑制

カ リ

の
供給

リン代
議閣理
数生物

事3

菌根盤
ぐリン

穀1'`文促
連》

機
の
捨

有
物
供

連
康
書

土
硬
改

逓
強
改善

水
の 鎌

の鶴
作物名

O ◇○ ○◎ ○◎ ○ ○五ンバク

◇ ◇◇O ◎ 0ライムギ 0 O
◇ ○○ ○○ ○ ◇*2 ◎ソルガム ◎

◇◇O ○ C)事2 ◇ギニアグラス

③○ ○ C,○ ◎ ○ヘア リーベッチ

◇0 O0 0 0クリムソンクa―パ

○ _永 |O ●◎ ○ 〇◎ ― 辛 : ○クロタう 1チ ア

O◇ ○中2 ◇ Oヒマワ リ ◇ ◇

◇○○ Oマ リー ゴール ド O ○

O 0 Oシaガラン ○

○○ ()③ C ◎カラシナ !持らヵ

緑 避 の ■ 猥   土づくり (―    渡認   輩避 (■据挫 ●焦よる)

科 名

≒姦砕

イネ科
(硯 )

マメ科
(患 )

マメ科
(暇 )

キク科

アプラ
ナ科

表 緑肥に期待される主な効果と効果があるとされる緑肥作物の種類
―緑肥利用マニュアル (2020年 農研機構 )一

軍う吉ひ互勢番雰姦負i♀姦亀会盤鍵名古疑ぉ指針(改ユ
=頑

)、 斎薇メーカーカタログなとから作成―品藤の編かとヽ指佐など

こと妻塗1孝多重岳鬱F第 ;子〔ヨ:3森晨撃兵:た覇変祭鷲著番お:!心Ⅲ漁評議拌妻感奨桑畠島た嵐歳良1古ギ明
Iゑフ

元雲
ほプニ報などに基づく 工5 毎スのある線鼠の軽豪iよ霧たの種類によって異なる

(4)計画的な共向購入による肥料コストの低減

計画的な共同購入により月巴料コス トの低減を図る。
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共通対策

2)農業薬剤費

(1)発生予察 (圃場の観察)の実施並びに発生予察情報等の活用

1)園場の観察を徹底して病害虫の発生状況を的確に把握し、農薬を効率的・効果的
に使用する。

2)病害虫防除所が発表する予察情報、病害虫調査結果 (フェロモントラップ、発生

予測シミュレーション等)に基づき、適期防除に努める。
また、灰色かび病、うどんこ病、アプラムシ類、八ダニ類、アザミウマ類、ウン

カ類等の薬剤感受性の低下が問題となる病害虫については、薬剤抵抗性検定や耐性

菌検定結果の情報等を参考にし、有効薬剤を選定する。
なお、各種情報については、病害虫防除所、各振興局、農協、農薬販売店等で入

手する。上記の最新情報は、病害虫防除所の本―ムページで随時更新、公開してい

る。

木―ムページアドレス 為tt【》://、
^、

デ7、rvザ .i至〕D鵞 、neド io/白忌(貫愚Sa監 i/

(発生予察情報の種類〉
①予報  発表時期 :毎月15日 頃 (定期的)

品    目 :

主な病害虫名 :

水稲、大豆(麦、ばれいしよ、きゅうり、 トマト、いちご、
たまねぎ、 ブロッコリー、アスパラガス、かんきつ、
びわ、なし、茶
イネいもち病・ウンカ類 。コブノメイガ、ジヤガイモ疫
病 。アプラムシ類、タマネギベと病、キュウリうどんこ

病・灰色かび病・トマト黄化葉巻病・コナジラミ類、イチ
ゴ茨疸病・八ダ三類・アザミウマ類、ブリッコリーコナガ、
アスパラガス斑点性病害・アザミウマ類、カンキツ黒点
病・八ダ三類、果樹カメムシ類、チヤ炭疸病・チャノコカ
クモンノヽマキ等

②警報 重要な病害虫が大発生することが予想され、かつ早急に防除の必要があ

る場合に発表。

③注意率限 警報を発表するほどではないが、重要な病害虫が多発することが予想さ

れ、かつ早めに防除の必要がある場合に発表。

④防除1青報 注意報を出すほどではないが、今後の状況によつて多発の恐れがある場
合に発表と

⑤特殊報  県内で未確認の病害虫が発見された場合に発表。

⑤技術情報 イネ縞菓枯病、果樹カメムシ類の発生状況等、注目すべき病害虫の状況

と生態、防除法等の技術情報を提供。

上記②～⑥の情報については、必要に応して臨機に発表される。
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共通対策

(2)病害虫を発生・まん延させない環境づくり

1)回場の衛生管理
①種子更新の徹底

②発病枝葉、株、果実の早期除去

③病書虫に汚染した土嬢の健全回場への流入防止、耕転機・コンテナ・くつ等に

よる汚染土壌の持ち込み防止                     ｀

④ヨトウムシ等の捕殺

⑤太陽熱土壌消毒、施設栽培終了後の蒸し込み

⑥回場周辺の除車の徹底

2)抵抗性品種・台木の導入

3)健全な親株、首 (木)、 穂木等の導入

4)病害虫の発生が少ない作型の導入

5)輪作や湛水処理による運作障害の回避

6)適正な肥培管理

7)風通しや水はけをよくする

8)物理的防除の活用 (防虫ネット、近紫夕1線カットフイルム、黄色灯(太陽熱,肖毒

など)

(3)大型規格農薬等の選択

大型規格農薬、水稲用省力除草剤、マンゼブ斉Jやアセフェート剤等のジェネリック

農薬を選択する。

(4)計画的な農薬購入推進

年間の防除計画を立て、基幹防除薬剤を主体に可能な範囲で予約購入し価格低減を
図る。
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ばれいしょ
ばれいしょ_生産コスト縮減 I手向けた取り組み

1日 生産コスト縮減に向けた取り組み

1)低コスト・省エネ対策

①低成分肥料の利用による
料 低

長年の連作により上壊中にPやKの肥

料成分の蓄積が認められており、各国場
に適した肥料選定を行い、無駄な施肥を
控えた、安価な肥料を使用する。また、緩
効性肥料の施用により、施肥量を削減す
る。           ,

2)生産安定対策

①耐病性品種の利用
す.蜘 寿              酪 業:そ

・

ジャガイモシストセンチュウ、ウイルス病
に強く、早期肥大性に優れる「アイマサリ」
を活用し生産安定を図る。
一期作産種いもを利用し、1月 中旬に植

付け、4月 下旬に収穫する作型では窒素
1 4kg/10aで 、単収300kg/a以上確保でき、

塊茎の皮象1けもなく収穫でき、「ニシユタカ」
より多収となる。

写真1 塊茎の比較
左 :アイマサリ 右 :ニシユタカ

②土壊消毒、種いも消毒の
徹底
お!二雫:

土壌消毒(薬剤処理後ビニール等被覆)

を行い、更新した種いもを種子消毒して

植付けることにより、土壊病害の発生が

大幅に軽減される。

普及に当たつての留意事項
○土壊分析による回場の現状把握を行
うとともに、有機物等の施用による施肥
成分の影響も考慮する。

普及に当たつての留意事項
○土壊消毒と種いも消毒は併せて行う。

普及に当たつての留意事項
○未熟塊茎で皮剥けすることがある
O茎葉の成熟が早く、掘り遅れると塊茎
腐敗や肌荒れが発生することがある

0裂開が発生することがある
0高温、乾燥による褐色心腐の発生
○休眠が短く出芽が早い
○そうか病、青枯病、疲病に弱い
O高温による切断種いもの腐敗
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ばれいしょ…今後導入及び普及が期待される取り組み

2日 今後導入及び普及が期待される取り組み

1)低コスト・省エネ対策

①条施肥による肥料費
の低減

種いも植え付け後に培上し、その上に

肥料を条状に肥料を施用ことに大幅に施
用量を削減できる。

普及に当たつての留意事項
O「アイマサリ」栽培においては、肥料の施
用量を全層施肥量の30%削減して施用し
ても慣行と同等以上の収量確保が可能。

植付同時施肥機

②発生予察による効率的
防除

lkmメッシュ気象値を使用するプログラム

FLABS_Nに有効積算温量による初発生危

険度の表示機能を実装し、任意地点につ

いて初発生予測日と危険度の推定を行う

ことで、ジャガイモ疫病に対する薬剤散布

時期の判断に利用できる。
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ばれいしょ 今後導入及び普及が期待される取り組み

2日 今後導入及び普及が期待される取り組み

2)省力化対策

①ドローンによる防除 ②自走式収穫機の利用

ばれいしょ生育後半～収穫期にかけ
てのドローン(マルチローター式小型無
人機)による防除は、かなりの労力削減
が可能となり、収穫作業に集中でき、規
模拡大も可能となる。

いもの掘り上Iザ、拾い上げ、コンテナ投入

作業を機械で行うことにより、作業者の労働

負荷を大幅に軽減できる。

乗用掘取機
F社製:4人乗車タイプ

小型乗用掘取機
N社製 :2人乗車タイプ

ながさきアグリイノベーション技術実証事
業による検証結果
Oばれいしょにおいてドローンを利用し
た薬剤散布技術の主要病害虫に対する
防除効果と省力性について検証し、疫病
に対する防除効果は少発生条件下にお
いて手散布を同等の防除効果だつた

散布時間は、手散布の14分/10aに対
し、2～3分/10aと最大で約86%の削減
が可能であつた。

普及に当たつての留意事項
Oメークイン等長卵系にも対応しているが、
土壊条件の違いによる効率低下が考えら

れる。
○機械を効率的に運用するため、旋回場

所や畝の方向、土壊条件等を考慮した栽

培方式の検討と導入が望まれる。

普及に当たつての留意事項
O強風により使用できない場合がある。
O作業人員数は、ドローン散布がオペ

レーター1名 と補助者1名 の合計2名 。
O防除の取り組みは、地域的なまとまり
や農業サービス事業体利用が望ましい。
O航空防除に登録のある農薬を使用する。

マルチローター式小型無人機の活用
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ばれいしょ_生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

3日 生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

(円 /10a)

※1経営体当り経営面積 :春作ばれいしょ 530a

*は、平成30年度長崎県農林業基準技術で採用した技術である。

主要な取り組みの赤字は、今後導入及び普及が期待される取り組み (技術)である。

各費目毎の削減率は主要なコスト縮減の取組を組み合わせた際の削減率である。

項(費 )日

R4現状

割合

改善後

割合

削減率 主要な取組み

種苗費 48,000 19.5 48,000 20.5

肥料費 41,207 16.7 28,845 12,3 30%

*土壌診断に基づく適正施肥
=条施肥による施肥量削減(30%)

農業薬剤費 61,921 25.2 61,921 26.5

*種いも更新、種いも消毒等による土嬢病害対策
=lkmメッシュ気象値を使用するプログラム

FLABS_NBの運用による適期防除

動力光熱費 7,940 3.2 7,940 3.4

諸材料費 12,806 5.2 12,806 5.5

減価償却費 21,873 8.9 22,199 9.5 -1% =条施肥機の導入

賃借料B料金 20,800 8.5 20,800 8.9
=農業サービス事業体への防除委託

(無人ヘリ利用からドローンヘの移行)

雇用労働費 3,200 1.3 3,200 1.4

その他経費 28,313 11.5 28,313 12.1

計 246,060 100 234,024 100

R4現状対比(%) 100 95 5%
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にんじん
にんじん_生産コストの縮減に向けた取り組み

にんじん_今後導入及び普及が期待される取り組み

lJ生産コスト縮減に向けた取り組み

1)低コスト・省エネ対策

①PK低減肥料、緩効性肥
料の利 による肥 減

長年の連作により上壊中にPやKの肥

料成分の蓄積が認められており、各国場
に適した肥料選定を行い、無駄な施肥を
控えた、安価な肥料を使用する。また、緩
効性肥料の施用により、施肥量を削減す
る。

2日 今後導入及び普及が期待される取り組み

1)省力化対策

①複数作業工程同時処理機械化体系による作業時間削減

施肥+耕うん+粒剤施用+播種+鎮圧
の5工程同時作業を行うことができ、作業
体系の簡略化につながる。

トラクター装着全景   施肥 (フロント)

耕うん
′`一チカルハロー 十

スパイラル式鎮圧ローラー

播種+鎮圧

普及に当たつての留意事項
O土壌分析による固場の現状把握を行

うとともに、有機物等の施用による施肥

成分の影響も考慮する。

取組の事例
〇島原地区における試験の成果として、

に削減できることが実証された。

また、播種粒数を慣行2粒播きから¬

粒播きに変更することで、単収が低下

することなく、間引き作業を削減するこ

とができる。

慣そ予5.5hr/10aか ら実証0.9hr/10a

普及に当たつての留意事項
OGNSSガイダンスシステムB自 動操舵シ
ステムによる自動運転+作業精度向上を
図ることも可能。
O作業機を装着したトラクターの旋回のた
めに回場の両側に5mの枕地が必要
○作業負荷を考慮した場合、50馬カクラ
スのトラクター使用が望ましい。
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にんじん にんじん_今後導入及び普及が期待される取り組み

1)省力化対策

②フレコン式自動収穫機利用

フレコンに対応した収穫機、運搬機を活用

することで省力化が図られる。

選果場の機能向上に伴い導入が増えてく

る。

運搬機(フレコン対応):イセキ機械カタログより

か

フレコン式にんじん収穫機 :イセキ機械カタログより

取組の事例
O」A島原雲仙島原地区ではフレコンに
よる選果場持込体制が確立している。
令和4年産計画 作付面積 70ha

取扱量 3,100t

普及に当たつての留意事項

Oクレァン等の吊り上げ機械が必要

Oコンテナと違い積み重ねができない
ためややスペースが必要

Oフレコンでの貯蔵はコンテナと比較し
やや通気性が落ちるので注意する。
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にんじん_生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

3月 生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

(円 /10a)

※1経営体当り経営面積 200a

(注釈 )

*は、平成30年度長崎県農林業基準技術で採用した技術である。

主要な取り組みの赤字は、今後導入及び普及が期待される取り組み (技術)である。

各費目毎の削減率は、主要なコスト縮減の取組を組み合わせた際の肖1減率である。

項(費 )日

R4現状

割合

改善後

割合

削減率 主要な取組み

種苗費 58,927 2712 32,142 1615 450,0 ・2粒播種から1粒播種への転換による種苗費削減

肥料費 45,468 20.9 45,468 23.3

*土壌診断に基づく適正施肥
*有機質肥料利用による低コスHヒ  。

農業薬剤費 32,486 14,9 32,436 1616

動力光熱費 7 940 3,7 7,940 4.|

諸材料費 7,088 3.3 71088 3,6

修繕費 5,429 2,5 14:191 7.3 | 6 |

0}0 I自動収穫機の導入          ィ
=5工程同時作業機(施肥機(パーチカルバロー、ス

パイラル式鎮圧機、粒剤散布機、播種機)の導入減価償却費 15,420 7.1 36.282 18.6
-13581e

収穫作業委託費 25,000 lit5 0 010 1001/0 =自動収穫機導入による収穫作業委託の中止

その他経費 19,329 8,9 19,329 9,9

計 217.037 100 194,876 100

R4現状対比(0/o) 100 90 100祐
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たまねぎ
たまねぎ 生産コスト縮減に向けた取り組み

たまねぎ_今後導入及び普及が期待される取り組み

1.生産コスト縮減に向けた取り組み

1)低コストロ省エネ対策

①PK低減肥料、緩効性肥
料の利用による肥料費低減

長年の連作により上壌中にPやKの肥料
成分の蓄積が認められており、各国場に適
した肥料選定を行い、無駄な施肥を控えた、
安価な肥料を使用する。また、緩効性肥料
の施用により、施肥量を削減する。

2コ 今後導入及び普及が期待される取り組み
1)低コストロ省エネ対策

①畝内全層施肥による施肥経費削減及び作業軽減

畝内部分施肥は、土地利用型の野菜
生産において、肥料や土壊病害防除剤
等の各種資材を栽培する畝の中央部に
だけ線状に上壌と混合して施用し、うね
間など無駄なところには施用しない技術。
また、施肥、畝立ての作業工程を1行程
で行うことができ、作業体系の簡略化に
もつながる。

普及に当たつての留意事項
O肥料の施用量を20%削減して施用し
ても慣行と同等以上の収量確保が可能。

クボタ機械カタログより

普及に当たつての留意事項
O土壌分析による固場の現状把握を行
うとともに、有機物等の施用による施肥
成分の影響も考慮する。

全層施肥
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たまねぎ 今後導入及び普及が期待される取り組み

2)省力化対策

①無人へり、ドローンによる
防除

たまねぎの生育中期～後期にかけての無人
ヘリコプターによる防除は、かなりの労力削減
が可能となり、規模拡大が可能となる。
将来的にはドローン(マルチローター式小型

無人機)の普及が期待される。

無人へりによる防除

②中耕、除車機の活用

露地栽培の初期生育時に中耕、除

草機械を使用すると根張りおよび除草

効果が期待される。

③収穫機、ピッカー、鉄コン
テナ利用による省力化

作型分散、経営規模拡大を目指し、加工

たまねぎの導入 (機械化、鉄コンテナ利用)

によリコスト削減を目指す。

たまねぎピッカーの活用

マルチロータリー式小型無人機の活用

普及に当たつての留意事項

O機械の使用時期はたまねぎの生育状況
により判断する。

取組の事例
O長崎県と佐賀県が連携し防除試験
を実施し、H28年度たまねぎべと病に

対する薬剤 (1剤 )が登録された

普及に当たつての留意事項

O強風や立地条件 (傾斜地等)により使

用できない場合がある。

O登録のある農薬を使用する。

O防除の取り組みは、地域的なまとまり
や回場整備地での使用が望ましい。

Oたまねぎ収穫機、ピッカーの導入
により収穫作業時間が手作業と比較
し
82%の省力化が図れる。(44時間
/10a→8時間/10a県北振興局調査

調べ)

の
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項(費 )日
害‖合

改善後

割合
削減率 主要な取り組み

(記入注2)

種苗費 346,500 290/0 346,500 290/0

肥料費 83,738 7% 76,857 6% 8% 畦内施1巴による肥料1割削減

農業薬剤費 27,493 20/0 27,493 2%

動力光熱費 8,200 10/0 8,200 10/0

諸材料費 354,383 290/0 354,383 300/0

減価償却費 337,156 280/0 337,156 280/0

雇用労働費 0 0

その他経費
(記入注1)

46,841 4% 46,841 4%

計 1,204,311 1000/0 1,197,430 1000/0

R4現状

対比
100% 990/0 10/0

3日 生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

(早出したまねぎ) (円 /¬ Oa)

※1経営体当り経営面積 200a

(注釈 )

*は、平成30年度長崎県農林業基準技術で採用した技術である。

主要な取り組みの赤字は、今後導入及び普及が期待される取り組み (技術)である。

各費目毎の削減率は、主要なコスト縮減の取組を組み合わせた際の削減率である。
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ブロッコリニ プロッコリー 生産コスト縮減に向けた取り組み

1日 生産コスト縮減に向けた取り組み

1)低コスト田省エネ対策

① PK低減肥料、緩効性肥
料の利用による肥料費低減

長年の連作により上壊中にPやKの肥料

成分の蓄積が認められており、各国場に適
した肥料選定を行い、無駄な施肥を控えた、
安価な肥料を使用する。また、緩効性肥料
の施用により、施肥量を削減する。

2.今後導入及び普及が期待される取り組み

1)低コスト・省エネ対策

①畝内部分施肥による肥料費
の低減

畝内部分施肥は、土地利用型の野菜
生産において、肥料や根こぶ病防除剤
等の各種資材を栽培する畝の中央部に
だけ線状に上壌と混合して施用し、うね
間など無駄なところには施用しない技術。
また、施肥、畝立ての作業工程を1行程
で行うことができ、作業体系の簡略化に
もつながる。

普及に当たつての留意事項

O肥料の施用量を30%削減して施用し
ても慣行と同等以上の収量確保が可能。

②耐病性(根こぷ病)品種の
利用

アブラナ科植物の重要病害である根こぶ

病の汚染の拡大を防ぐために、耐病性品

取組の事例
Oブロッコリーに合わせたリン、カリ集積
回場用の肥料や基肥一発肥料がつくら

れ、現地で使用されている。

普及に当たつての留意事項
O土壊分析による固場の現状把握を行

うとともに、有機物等の施用による施肥

成分の影響も考慮する。

普及に当たつての留意事項
O作付時期、品種特性等を十分把握した
上で導入するδ

O他の耕種的防除や薬剤防除等対策も

含めて検討し、効率的な防除法で対応す

る。

取組の事例
O畝内施肥による肥料費低減
ライムソワーによる畝形成時の畝内施
月巴により、施肥量を10%削減している。
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ブロッコリー_今後導入及ぴ普及が期待される取り組み

2)省力化対策

①共選の取組み

調整、梱包作業の共同化により、作業

の省力化が可能。その分を収穫作業へ

振り替えることにより、規模拡大、適期

収穫につながる。

②生分解性マルチの利用
(4月 どり)

微生物によつて分解されるマルチで

あり、収穫後はそのまま鋤きこむこと

が可能で、回収作業等の労力が軽減

されるとまた、処分のための経費も不

要となる。

生分解性マルチ

取組の事例
O雲仙市、五島市等大規模産地では
実施されており、他産地でも増加中。

普及に当たつての留意事項
O製氷機の導入等、作業の効率を図るた
めの施設整備を併せて行う。

普及に当たつての留意事項
〇栽培期間に応じて、保持 (分解)のタイ
プを選定して使用する。

O加水分解や劣化による強度や機能性
が低下するので、1年以上の長期保管は
行わない。

共選の状況
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ブロッコリー_生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

ンヨフヽ一レユ
一
一ヽシ営経

′
Ｉ
ヽみ組り取たけ向に減縮トスコ産生３

(円 /10a)

項(費 )日

R4現状

割合

改善後

割合
肖1減率 主要な取り組み

(記入注2)

種苗費 16,485 10% 16,485 10%

肥料費く 49,040 280/0 45 2 1 8 27% 7.80/0 畝内部分施肥による基肥え3o%削減

農業薬剤費 201901 120/0 20,901 12%

動力光熱費 6,260 4% 6,260 4%

諸材料費 21,447 120/0 21,447 130/0

減価償却費 12,873

タノν知 >
i     7% 14,178 80/0

…10.1% 畦内施1巴機導入

雇用労働費 0 0

その他経費
(記入注1)

45,173 26% 45,173 279/0

計 172,180 1000/0 169,663 100%

R4現状

女寸上ヒ
1008/0 98.50/8 1.5%

※1経営体当り経営面積 200a(秋作)

(注釈 )

*は、平成30年度長崎県農林業基準技術で採用した技術である。

主要な取り組みは、今後導入及び普及が期待される取り組み (技術)である。

各費目毎の削減率は、主要なコスト縮減の取組を組み合わせた際の削減率である。
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レタス レタスニ今後導入及ぴ普及が期待される取り組み

2日 今後導入及び普及が期待される取り組み

1)低コスト田省エネ対策 普及に当たつての留意事項
O肥料の施用量を30%削減して施用し
ても慣行と同等以上の収量確保が可能。

出展うね内部分施用技術
中央農業総合研究センターより

③定植機の利用

定植機の利用により作業時間の短

縮によるが図られる。初期生育時の中

耕、除車機の利用により、根張り促進、

雑車の発生抑制が図られ省力化が図

られる。

①畝内部分施肥による肥料費
の低減

畝内部分施肥は、土地利用型の野菜
生産において、肥料や防除剤等の各種
資材を栽培する畝の中央部にだけ線状
に土壌と混合して施用し、うね間など無
駄なところには施用しない技術。また、
施肥、畝立ての作業工程を1行程で行う
ことができ、作業体系の簡略化にもつな
がる。

②生分解性マルチの利用

微生物によつて分解されるマルチで

あり、収穫後はそのまま鋤きこむこと

が可能で、回収作業等の労力が軽減

される。また、処分のための経費も不

要となる。

普及に当たつての留意事項
O栽培期間に応じて、保持 (分解)のタイ
プを選定して使用する。

O加水分解や劣化による強度や機能性
が低下するので、1年以上の長期保管は
行わない。 普及に当たつての留意事項

O機械の使用時期は、レタスの生育
状況により判断する。

写真はブロッコリーでの使用状況
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3H生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレとション)

(円/10a)

※1経営体当り経営面積 400a(年内どり)

(注釈 )

*は、平成30年度長崎県農林業基準技術で採用した技術である。

主要な取り組みは、今後導入及び普及が期待される取り組み (技術)である。

各費目毎の削減率は、主要なコスト縮減の取組を組み合わせた際の削減率である。

項(費 )日

R4現状

割合

改善後

割合
削減率 主要な取り組み

(記入注2)

種苗費 10,584 40/8 10,584 40/8

1巴料費 53,856 22% 43,994 18% 18% 畝内部分施肥による基肥え300/o削 減

農業薬剤費 12,630 5% 12,630 5%

動力光熱費 23,156 9% 23,156 10%

諸材料費 32,203 13% 32,203 13%

減価償却費 12,423 5% 15,698 70/0
…260/0 局所施肥機導入のため増加

雇用労働費 71,826 29% 7 1 826 300/0

その他経費
(記 入注1)

30,611 12% 30,611 13%

計 247,290 100% 240,703 100%

R4現状

対比
100% 970/0 3%
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いちご
いちご_ 産コスト縮減に向けた取り組み

lB生産コスト縮減に向けた取り組み

1)低コストロ省エネ対策

①PK低減肥料の利用によ
る肥料費低減

施設栽培は閉鎖的環境下で、極めて濃
密な肥培管理が行われているため、残存
養分の集積傾向が見られる。
特にPK成分は長年の連作により多い

傾向の画場が多く、各国場に適した肥料
選定を行い、無駄な施肥を控えた、安価
な肥料を使用する。

2B今後導入及び普及が期待される取り組み

1)低コストロ省エネ対策

①バンカーシートの利用

ハダニ類は化学農薬に対する抵抗性の
発達が著しく薬剤による防除が困難と
なつており、天敵を利用したハダニ類の防
除技術の確立が急務となつている。有望
な天敵であるミヤコカブリダニにおいて、
天敵保護装置「バンカーシート」を利用す
ることにより天敵を長期間保護・放出する
ことんヾできる。

バンカーシート設置状況

取組の事例
Oカリ集積圃場用の肥料は使用されて
いる。

普及に当たつての留意事項
O土壌分析による固場の現状把握を行
うとともに、有機物等の施用による施肥
成分への影響も考慮する。

普及に当たっての留意事項
Oハダニ類の密度をゼロにしたゼロ

放飼を基本とするが、困難な場合はチ
リカブリダニとの同時放飼で効果を安
定させることが可能。
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いちご_今後導入及び普及の検討が必要な取り組み

1)低コストロ省エネ対策

②省電力型電球の導入に
よる光熱費の低減

白熱球の更新にともない、白熱球の

設備をそのまま利用可能で消費電力
が少なく、寿命が長いLED利用により
コスト縮減が可能となる。

2)省力化対策

①パッケージセンターの利
用

いちごの収穫B出荷にかかる労働時間
は、全体の半分以上を占めており、また、
春先の収量増加時期になると、パック詰
め作業で、栽培管理作業まで手が回らな
い状況となることも多い。パッケージセン

ター利用によリパック詰め作業等を委託
することにより、労働時間の削減となり、

規模拡大や栽培管理の徹底による収量

増大効果が期待できる。

普及に当たつての留意事項
O波長の種類により、効果がでにくい
ことがあり、機種選定にはいちごに効

果があることの確認が必要。

O白熱球と比較して、導入5年目以降
でコストが低くなる。(愛知県LED使
用マニュアルより)

取組の事例
O利用している生産者は、栽培管理
の徹底により、生産安定が図られて
いる。
O県内でも小規模で実施している産
地が増加している。

普及に当たつての留意事項
Oいちごパック詰めには熟練した故
術が必要であり、雇用者に対して技
術指導が必要となる。

O効率的な稼動のため、受入量の

調整が必要となる。

O季節的な作業となるため、他作業
と連携した周年雇用が望ましい。

LED電球 (試験的使用)
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いちご…今後導入及び普及の検討が必要な取り組み

3)生産 定対策

①優良品種の導入

生産安定に向けて、優良品種の導入
を図つていく

普及に当たつての留意事項
O多収、省力性、品質、輸送性、病
害抵抗性など総合的に判断し、品種
の選定を図つていく。

O新品種の栽培においては、試験研
究機関とも連携して、新品種に対応
した迅速な栽培技術の確立が必要と
なる。

マ潟調 :「

②環境制御技術の導入による単
収向上(炭酸ガス発生装置、自
動換気、環境モニタリング装置、
循環扇、統合環境制御装置)

光合成を考慮した栽培管理を行うこと
で、更なる収量の向上が可能となる。

環境モニタリング装置によリハウス内
の環境を確認しながら、炭酸ガス施用、
温度管理等を効率的に行つていく必要が
ある。また、シンプルな装備の長崎型統
合環境制御装置の活用により、環境制御
機器の一体的な制御が可能である。

普及に当たっての留意事項
O環境制御による管理は、経験、知識
等の総合的判断が必要となるので、生

産者並ぴに指導者の技術の研鑽が必
要。

O集約的な管理が可能な統合環境制
御機器の導入により、さらに収量向上
が可能となる。

下:環境モニタリング装置

左上、左下 :品種 '育種試験

右上 :炭酸ガス発生装置
右下 :長崎型統合環境制御盤

取組の事例
O他県でも優良品種の育成により、
経営改善が図られている。
福岡県 :「福岡S6号 (あまおう)」 、佐
賀県「佐賀i9号 (いちごさん)」 、熊本
県「熊本VS03(ゆうべに)」

取組の事例
OH27年度より環境制御技術実証事
業に取り組み、炭酸ガス発生装置の
導入面積は、R3年度現在68.lhaと

なっている。
OR2年度からの長崎型統合環境制
御装置実証事業では、技術導入後
単収が約25%の増加となつた。

67 いちご



いちご 生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

3a生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

(円/10a)

項 (費 )目
費用 割合

改喜:後

割合
削減率

主要な取り組み
(記入注2)

費用

種苗費 12,500 0.3% 12,500 0。3%

肥料費 160,133 3.9% 160,133 3.7%

農業薬剤費 240,619 5.8% 240,619 5.5%

動力光熱費 541,780 13.1% 817,189 18.8% -51% 環境制御技術の導入により重油等の使

用量増加

諸材料費
1   15.8%

625,395 14.4%

減価償却費 1,406,003 33.9% 1,353,119 31.2% 4%
長崎型の低コスト統合環境制御装置導

入により減少(*炭酸ガス、自動換気、

統合環境制御システム導入済 )

雇用労働費 225,192 0 225,192 5.2%

その他経費
(記入注 1)

909,044 0 909,044 20.9%

計 4,150,624 100% 4,343,191 100.0%

R4現状

対比
1000/0 105% -5%

R4現状 改善後 削減率 主な取り組み

単収(k0 6,400 7,000 環境制御技術導入で10%増加

単価(円 ) 1,294 1 294

販売額 8,281,600 9,058,000

kg当たり経費

(円 /kgl
648,535 620,456 4%

※1経営体当り経営面積 40a

(注釈 )

*は、平成30年度長崎県農林業基準技術で採用した技術である。

主要な取り組みは、今後導入及び普及が期待される取り組み (技術)であると

各費目毎の削減率は、主要なコスト縮減の取組を組み合わせた際の削減率である。

改善後にパッケージセンターを利用する場合、

出荷経費が19.6千円′10aの増加となる。

(利用量:出荷量の10%、 利用単価:70円′パック)
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トマト
トマト_生産コスト縮減に向けた取り組み

1口 生産コスト縮減に向けた取り組み
1)低コストロ省エネ対策

①PK低減肥料、緩効性肥
料の利用による肥料費低減

施設栽培は閉鎖的環境下で、極めて濃
密な肥培管理が行われているため、残存―
養分の集積傾向が見られる。
特にPK成分は長年の連作により多い

傾向の固場が多く、各固場に適した肥料
選定を行い、無駄な施肥を控えた、安価
な肥料を使用する。

3)生産安定対策

①環境制御技術の実践 (炭酸ガ
ス発生装置、自動換気、環境モ
ニタリング装置、自動力ニテン
等)

光合成を考慮した栽培管理を行うことで、
収量向上を図る。

環境モニタリング装置によリハウス内の環
境を確認しながら、炭酸ガス施用、温度管理
等を効率的に行う。

環境モニタリング機器

号
'

普及に当たつての留意事項
O環境制御による管理は、経験、知識等
の総合的判断が必要となるので、技術の
研鑽が必要。

O炭酸ガス施用等の環境制御技術により
20%程度の増収効果が期待できる。

Oエネルギー投入量の増加に伴う一部ラ
ンニングコスト増があるが、それ以上の収
量増加を図る。

取組の事例
〇カリ集積固場用の肥料は使用されて
いる。

普及に当たつての留意事項
○土壌分析による固場の現状把握を行
うとともに、有機物等の施用による施肥
成分への影響も考慮する。
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トマト_今後導入及ぴ普及が期待される取り組み

2田 今後導入及び普及が期待される取り組み

1)低コスト田省エネ対策 3)生産 定対策

①ヒートポンプの導入 ①日射比例式自動灌水

ヒートポンプは燃油暖房機に比べ高価な

ため、暖房の全てをヒートポンプでまかなう

と導入コストが過大になることもあり、施設

園芸においては、既存の燃油暖房機との併

用により、ヒートポンプを優先的に運転する
ハイブリッド方式が主流。
ハイブリッド方式は、エネルギー効率の良

いヒートポンプを優先して運転し、ヒートポン

プのみでは室温維持が困難となる低温時に

燃油暖房機と併用運転する方法。
これによリヒートポンプの導入規模を抑制

できるため、導入コストや電力契約の基本

料金を軽減できる。

燃油暖房機
一

センサで日射を測定し、日射量の多い日

(天気良い日)は潅水の頻度を増やし、曇天

の日は潅水の頻度を減らします。これによ

り蒸散量に応じた過不足のない潅水をする
ことができる。。

日射比例コントローラー
ロ日射センサの信号を受け、積算日射量 (単

位 :M」 (メガジュール)/ド)の演算と潅水の

指示を行う機器。

~・
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自動灌水コントローラー
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※その他機器利用の留意点は共通対策を参照
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ヒートポンプ

取組の事例
Oハイブリッド方式では、ヒートポンプと燃

油暖房機の連携運転が重要で、これをう

まく調整できないと適切な温度管理がで

きず、省エネ効果が期待できない。

普及に当たつての留意事項
○ヒートポンプの設定温度は燃油暖房機
の設定温度より2～ 3℃高く設定し、ヒート

ポンプを優先的に運転するように制御する
のがポイント。

普及に当たつての留意事項
O潅水を開始する積算日射量の設定、一

回あたりの潅水量の設定に、常に調整や

試行錯誤が必要。これらの設定値につい

て、他の回場の例や公的機関、メーカーな

どから提供される参考値をそのまま使つて

も、うまくいくとは限らない。
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トマト_生産コスト縮減に向けた取り組み(経営シミュレーション)

3.生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミユレーション)

(円/10a)

※1経営体当り経営面積 50a

(注釈)

*は、平成30年度長崎県農林業基準技術で採用した技術である。

主要な取り組みの赤字は、今後導入及び普及が期待される取り組み (技術)である。

各費目毎の削減率は、主要なコスト縮減の取組を組み合わせた際の削減率である。

項(費 )目

R4現状

割合

改善後

割合

削減率 主要な取組み

種苗費 307,440 7.8 307,440 8.7

肥料費 135,987 3.5 135,937 3.9

農業薬剤費 102,743 2.6 102,743 2.9

*耕種的防除(防虫ネット黄色粘着板等)の活用
*病害の発生状況に応した抵抗性台本の利用
:防虫ネット

動力光熱費 1,450,880 37.0 977,224 27.8 33%
・ヒートポンプ利用による重油使用量斉1減 (53%減 )

・ヒートポンプによる電気料金増刊8万円程度

諸材料費 430,219 11.0 430,219 12.2

減価償却費 1,048,669 26.7 11102,240 31.3 -511

*環境制御技術(統合環境制御装置、炭酸ガス発生

装置、局所施用、自動換気装置等)の実践
・ヒiトポンプ導入
,日 射比例コントローラー、自動灌水コントローラー

導入

雇用労働費 281800 0.7 28,800 0.8

その他経費 419,093 10,7 433,601 12.3 -311

計 3,923,781 100 3,518,204 100

R4現状対比(%) 100 90 10%

R4現状 改善後 削減率

単収(kg/10a) 19,200 20,000

単価(円 /kg) , 438 438

販売額(円 ) 8,409,600 8,760,000

kg当 り経費(円 /kg) 204.4 175.9 14%
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アスパラガス アスパラガ花 生産コスト縮減に向けた取り組み

1日 生産コスト縮減に向けた取り組み

1)省力化対策       2)生 産安定対策

①物理的防除(防虫ネット等の
活用)による農業薬剤費低減

①施肥の改善

害虫が侵入できない目合いのネットをハ

ウスの開口部に展張することにより、害虫

の施設内への侵入を防止できる。

若茎、茎葉を食害するヨトウガ類に対し

ては、黄色灯による飛来防止効果が高い。

コナジラミ類の成虫が黄色に誘引される

性質を利用した粘着トラップを温室内に設

置することで、害虫密度を抑えることがで

きる。

UVカットフィルムの利用は,アザミウマ

類に対し侵入抑制効果がある。

黄色蛍光灯

単収向上を図るために有機質主体とした

施肥体系を見直し、窒素施用量を増やして、

時期に応じてかん水量を増やしていく。
また(春芽は前年の貯蔵用分によつて萌

芽するため、秋口の追肥によつて翌年春芽
の増収効果が実証されている。ただし、液肥
だけでは肥効が切れやすいので、回形肥料
の追肥が必要となる。 ・

取組の事例
0緩効性肥料(例 :セラコート25等)であ
れば、10月 中旬にN成分で1 8kg/10a程

度施用する
~

普及に当たつての留意事項
O病害虫の耕種的防除技術として現地

慣行技術であるパーナー焼きを実施した

場合には、被覆肥料の被覆 (樹脂)部分
は燃えてしまうが、水を吸い水溶性となつ

ている尿素肥料は、土壊に吸着し、通常
の肥料(アンモニア態窒素)として利用で

きると考えられる。

普及に当たつての留意事項

O対象害虫によつてネットの目合いが異なる。(ヨ トウムシ類:4mm以下、コナジラミ:0.4mm以下)

Oネットの目合いが細かいと換気不良により施設内が高温になりやすい。

O黄色灯で光減が低い箇所(照度計で1ルクス以下)では、定期的にヨトウガ類の進入について

注意する。周囲の作物によつては光に影響されるものがあるので、導入には十分注意する。
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アスパラガス 今後導入及び普及が期待される取り組み

②ハウス内温度抑制対策

夏季の高温は親茎の棄焼けや生長点枯死〔
薬害、斑点病などの病害発生による生育の悪
化、若茎の開き、曲がり、裂開などの発生によ
る収量・品質の著しい低下、さらには作業環境
の悪化等を引き起こすため、昇温抑制対策が
不可欠である。
アスパラガスハウスの盛夏期の高温対策と

しては、換気、遮光が有効であり、換気対策と
しては、ハウス側面や妻面、屋根部の開放、
遮■対策としては遮光剤の塗布処理や遮光シ
ートの展張などがある。

褐斑病による地上部被害

呻

谷部～屋根部開放

―

   'ド

ー

 
´́

側面開放

褐斑病被害による擬葉の落葉
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アスパラガス_今後導入及び普及が期待される取り組み

2.今後導入及び普及が期待される取り組み

1)省力化対策
①自動灌水装置の導入

自動灌水装置を導入すると、まずは灌水
作業の負担が大幅に軽減される。1度シス

テムを設置すれば、コントローラーの指示
どおりに灌水が行われるため、実質的に
人の手による作業は必要ない。
また、メリッHまそれだけにとどまらず、作

物の品質や収量を高めることにも貢献す
るとともに、作物に最適な灌水量とタイミン

グがコントロールできる。

自動灌水コントローラー

タイマーにより開閉する電磁弁

取組の事例

OH地区のA農家は、単棟ハウス16棟分

に灌水するために、1日 当たリバルブ開閉

だけで約 1時間30分程度かつていた作

業時間がほぼゼロとなり、大きな労力削

減につながつた。

普及に当たつての留意事項

01日 当たりに安定した水量が確保でき

る水源が必要であるとともに、一定水圧

をかけないと灌水量にムラが生じるた

め、加圧給水ポンプ等を新たに設置す

る必要がある。

O水源の種類によつては、フィルターの

目づまりが発生してしまう場合がる。そ

のため、定期的なフィルター清掃が必要

となる。

O液肥同時施用を行う場合は、別に液

肥調整タンク及び専用の混入器が必要

となる。

74 アスパラガス



アスパラガ在 今後導入及び普及が期待される取り組み

|● |■ lil■ !甘ifⅢⅢiii:■筆卑→千■

2)生産安定対策

①点滴灌水の導入

②ハウス内環境モニタリング

:誓耳 の
千 今  営 w離 祭

―
紳 、

光合成を考慮した栽培管理を行うことで、
更なる収量の向上が可能となる。
環境モニタリング装置によリハウス内の環

境を遠隔監視しながら、温度管理、灌水管理、
施肥管理を効率的に行つていく必要がある。

クラウド型モニタリング装置

PFセンサー

従来のかん水チューブに対して、点滴か

ん水チューブの導入によりきめ細かなかん

水が可能である。また、かん水同時施肥

機を利用することによりかん水、液肥施用

の自動化も可能となり、作業時間の短縮、

肥料の効率的施用が可能となる。点滴か

ん水チューブの活用により茎枯病の予防

効果も期待できる。

普及に当たっての留意事項

Oクラウド型の場合、通信料他のランニング

コストが必要となる。

Oセンサーの定期的な交換が必要となる。

普及に当たっての留意事項

O点滴チューブのみでは、通路部仝のか

ん水ができないため、従来の灌水パイプ

と併用することが望ましい。

導入が進む点滴灌水チューブ
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アスパラガス_生産コスト縮減に向けた取組み (経営シミュレーション)

3コ 生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

(円 /10a)

※1経営体当り経営面積 50a

(注釈)

*は、平成30年度長崎県農林業基準技術で採用した技術である。

主要な取り組みの赤字は、今後導入及び普及が期待される取り組み(技術)である。

各費目毎の削減率は、主要なコスト縮減の取組を組み合わせた際の削減率である。

項(費 )目

R4現状

割合

改善後

割合

削減率 主要な取組み

種苗費 5,418 05 5,418 0.5

肥料費 171,817 15,6 186,263 15.6 -8% ・緩効性肥料の10月 中旬追肥技術の追加

農業薬剤費 79,728 7.2 79,728 6,7

*物理的防除対策の活用

UVカットフィルムの被覆
フェロモン剤の利用

黄色灯の利用

動力光熱費 30,220 2,7 30,220 2.5 *黄色灯の利用

諸材料費 194,551 17.6 194,551 16.3
*害虫進入防止資材の減

(黄色灯の利用による〉

修繕費 80,764 7.3 84,460 7.1 -5% *責色灯の導入
・自動灌水コントローラー、電磁弁、モニタリング装

置の追加
減価償却費 445,414 403 454,214 38.1 -2,l

雇用労働費 44,80Q 41 44,800 3.8

その他経費 51,480 4.7 111,480 9.4 ■117% ・モニタリング装置クラウド利用料

計 刊,104,192 100 1,191,134 100

R4現状対比 (%) 100 108 -8%

R4現状 改善後 削減率 主要な取組

単収 (kg/10a) 1,713 2,000
・施肥改善により春芽100/o増 収
H灌水改善により夏芽200/o増収

単イ面(円 /kg) こ両手
~~~

1,075 ィ.)

販売額 (円 ) 1,841,475 2,150,000

kg当り経費 (円 /kg) 644.6 595.6 8%
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露地かんきつ

1日 生産コスト縮減に向けた取り組み (技術対策 )

1)省力化対策

① 改 植 に 伴 う国 内 道 整 備 及  
コ温州みかんの栽培に適した玄武岩や安山岩
土壊ではみかんのマルチ栽培を基本とするが、

び 園 地 基 盤 整 備 に よ る 労 働  土壊水分が高く、温州みかんの糖度が上がら

力 分 散 と負 担 軽 減      ない園では優良中晩柑類の導入を検討する。

露地かんきつ_生産コスト縮減に向けた取り組み

日現在ある園地に国内道を入れることで、
作業時間が整備前より3割程度削減。

・基盤整備により傾斜を緩和し軽トラック
が進入可能となるよう樹列間を広げるこ
とにより、作業時間を整備前より7割削
減し、経営規模も拡大可能。

(以上農林水産省縮減対策より引用)

改植と園地整備によるカンキツ国の団地化  国内道を整備し、優良品種日系統へ改植

取組の事例

O極早生温州は、減酸は早いが糖度が上
がりにくい。また、味ボケや浮皮しやすいの
で収穫・出荷に要する時期が集中する。

そのため、早生・普通種の優良品種日系統
へ改植するとともに、中晩柑の導入や品種
の組み合わせにより、結実管理労力の分
散、軽減が可能。

普及に当たつての留意事項
O改植を行う際に併せて傾斜の緩和や国内道の整備、土層改良等の園地整備を行う。
O改植や園地整備にあたっては、規模に応じて補助事業を活用しコストを低減する。
O優良農地を担い手へ集積し、販売戦略に基づいた品ロロ品種を導入する。
O温州みかんと中晩柑は防除体系が異なるため、改植による団地化を図り防除作業等
の効率化を図る。
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露地かんきつ_生産コスト縮減に向けた取り組み

②スタンバイマルチによ'る

被覆作業の労力負担軽減

夏季高温時のマルチ被覆作業は、体
にかかる疲労度が大きい。そこで、5～6

月に設置して巻き上Iずておき(スタンバ

イマルチ)、 水分ストレスをかける夏場に

展開することで、労力負担軽減と適期に
被覆することができる。

守

よ`うに

表1 補助事業を活用したシートマルチ巻上げ

装置の導入実績    (ha)

導入面積  累計

H30

Rl

R2

R3

22.6

11.5

17.7

16.3

153.9

165.4

183.1

199.4

シートマルチと点滴かん水チューブを併用した事例

取組の事例
○改植や園内道整備と合わせてスタン
バイマルチに取り組むことで、被覆
作業の効率化が図られる。

○平成25年度県単事業より、巻き上げ

装置 (黒ポリパイプ、直管、エンドカッ
プ、巻き上げハンドル、パッカー)イこ

対して助成 (表 1)。

普及に当たつての留意事項

○光反射シートの使用期間は、ソフト

で3年、ハードで5年を目処に新品交

換する。
○点滴かん水チューブと併用すること

で、夏季干ばつや秋季の減酸対策
として活用できる。そのため、水源確

保は必須。
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露地かんきつ_生産コスト縮減に向けた取り組み

③わい性台木使用による
省力化と高品質化

ヒリユウとは、カラタチの変異で、トゲ
は湾曲し、わい性。
樹容積は、カラタチ台の3～ 4割
根域が表層部に集中し、糖度が向上
しやすい

果実が中玉果で浮き皮少ない

表2「青島温州」の台木による果実品質の違い
(2006果樹技術者県央ブロック)

④植物成長調整剤使用による
摘果労力の低減と品質向上

摘果作業は労働時間の約20%であり、短期

間で行うことが必要であり、薬剤の活用で省力
化を図ることが可能。     /

表3フィガロン乳剤と摘果時間及び摘果数

布
度

散
濃

収量

(kg/本 )

果数

(個/本 )

1 果

平均重

(g)

摘  果  摘  果

時間lZ  時間2y

(分/100個 ) (分 /10kg)

摘果数
X

割合

10001旨

2000令占

対照

184

167

185

1,468

1,743

1,713

15.0

103

168

11.9

108

156

23

1,4

2.6

1256

96.0

1078
Z収

穣果数100個に対する摘果時間
y収

穫 1 0kglこ 対する摘果時聞
X収

穫果数に対する摘果時間区

台木 樹冠下

樹高  樹冠面積  収量

(m)  (活 /樹) (kg/樹 )

換算収量 果実重

(kg/10そュ)  (g)
精度

酸含量

(g/100mゅ

研
馳
胡
醐

19

17

26

116.0

119,6

130.0

146.4

138

129

129

122

105

104

114

1,12

3,632

3,141

3,717

100

95

90

85

80

75

92.0%

ターム

5001占

ま

榊
昧
機

81,9%

ターム

1000倍

84.7%

フィガロン

1000倍

80七7%

無処理

図1ターム水溶剤の全摘果処理による
落果率 (2009年 )

※「岩崎早生」を供試し、満開17日 後に散布

取組の事例
○樹高が2m程度に抑えられる。
○根が浅いため水分ストレスをかけやすい。
○栄養成長が緩慢だが、早期着花、結実

性に優れ、密植を行うことで早期多収と
いつた効果があると

○高糖度系品種等樹勢の強い品種に用い
ることで、樹がコンパクト1こなり、隔年結果
を抑える効果がある。

取組の事例
①着果過多樹では、フィガロン乳剤2,000

倍の全面散布で摘果労力を30%軽減で
きる。また、1,000倍の部分散布では、粗
摘果労力を軽減できる(表 3)。

①フイガロン乳剤は、熟期促進、夏秋梢伸
長抑制、浮皮軽減対策としても活用。

普及に当たつての留意事項
○根が浅いため干害を受けないようかん
水を行う。また、台風等で倒伏しやすい
ので、幼木時は支柱でしつかり主幹を支
える。

○着果過多により樹勢が低下しすぎない
よう1こする。

○樹冠拡大しにくいことから、着果させるま
でに十分樹高をとり、カラタチ台より密植
する。

○改植の際に根が痛まないよう1こ十分注
意する。

普及に当たっての留意事項
○植物成長調整剤は、着果量や新梢の発
生状況、日照量、散布後の温度条件等に
よつて効果が異なるため、使用時期、濃度
薬剤の性質を考慮して散布する。
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露地かんきつ二今後導入及び普及が期待される取り組み

地

造

園

改

④スピードスプレーヤ等の省
力化機械の導入による作業
の省力化

スピードスプレーヤは、薬液吐き出し量
50L′分以上70Ll分未満、風量500浦 /分級

以上で3haのかんきつ園の防除が可能。

表4園地改造と作業効率及び収量
(長崎異紺試 )

防 除 作 業___運 搬作業 収 量

防除時間  薬液量  時 間

(分)  _(リットル)   (分) (kg/10a)

ウッドチッパーによるせん定枚の粉砕、

堆肥化による土づくり

バックホーに装着した断根刃

高所作業台車による収穫作業の省力化

改造前

改造後

120～ 180  1000-1500

30- 40  500- 700

300

111

2,090

2,512

注1)防除時間、薬液量は実証国(30a)での実散布時間及び薬液昌

(改造前は手散布、改造後はSS利用)

2)運搬作業時間は実証国内での果実の運搬時間

(改造前は入力運搬主体、改造後は軽圧ルク利用)

●

B

i

取組の事例
○園地改造後のスピードスプレーヤ利用
による防除時間は、改造前の手散布の

場合に比べ約 1/4、 薬液量は約 1/2に

減少 (表4)する。

国内道整備国でのSS防除

普及に当たつての留意事項

。ドリフト低減姑策に留意する。

・園内道を整備して作業効率を図る。
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露地かんきつ_今後導入及び普及が期待される取り組み

2日 今後導入及び普及が期待される取り組み

1)生産安定対策
①植物成長調整剤による
浮皮等の軽減

i〔々 |々んュ 輩曇
ることで、浮皮等の果皮傷害発生を軽減

キ|| ●|:|=|―||■
t.1:■ 1■:Ⅲll:111:群fii ′  ― ―

GAlppn18月 教布

GA3.3ppn3月 ま布

早生温州にはジベレリン1～3.3ppmとジャスモ
メート液剤2,000倍を8月 中旬～9月 中旬に混合

46Alppn19月 散布

6A3.3ppm9月 散布

無処理

0       20      40      60      80      0     20     40     60

浮皮果発生指数
果複部亀裂発生指数

日2013年 11月 11霞 調査
■2013年 生生月11日 調査■2013年 12月 1署 調査
■2013年 12月 1日 調査

図2「原口早生」樹上完熟のジベレリン(GA)・ ジャスモメー ト液剤 (PDJ)の
低濃度散布による収穫時期別の果皮障害の発生 (長崎農技セ果樹)

※散布日:2013年 8月 20日 、9月 18日

※浮き皮は無(0)軽 (1)中 (2)甚 (3)の 4段階評価
発生指数は(Σ (発生程度別果数 X発生程度))/(3X調査果数)X100で算出

80

取組の事例
O早生ウンシュウの樹上完熟栽培や普通温州の貯蔵みかんで、澤皮果、果梗部亀裂等の果
皮障害発生が軽減され (図 2)、 減酸が抑制されることで貯蔵性が向上し商品性が高くなる。

普及に当たっての留意事項
O着色遅延、緑斑発生が見られるため、従来の出荷より遅れることを念頭に出荷計画を立てる。
O薬液がかかったところだけしか作用しないため、果実に確実に散布することが必要。
O薬液が乾きにくいほど緑斑が残るため、乾きやすい表層部を中心に散布し、樹の下部やふとこ
ろの浮き皮果が発生しにくい場所は散布を控える。特にジベレリン液剤は乾きやすいように注意。

O散布前までに水分ストレスを付与し糖度を高めておき、赤みの強い果実生産に努める。
O着果量の過少、過多園では着色遅れ、糖度低下が懸念されるため散布は控える。
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露地かんきつ_今後導入及び普及が期待される取り組み

2)省力化対策

①プレ選果利用による省力化
lrl'1中lilⅢ■

'Ⅲ
Ⅲ■IⅢ押ド姿碧i讐学●

家庭選果
本選果

図 2プレ選果導入前後の家庭選果時間(時間/3t・ 人)

T氏 :伊木力系

プレ選果

hr

10
図 1プ レ選果導入前後の家庭選果時間(時間/3t。 人}

S氏 :さ せぽ温州
hr

慣行 簡素化 (プレ選果) 慣行 簡素化 (プ レ選果)

普及に当たつての留意事項

O簡素化した家庭選果の方法を検討し、人力による果実の移動を減らすようにする。

８

６

４

２

０

２

０

８

６

４

２

０

取組の事例
OS氏の家庭選果を慣行の7等階級から4等級へ簡素化し、2人で選果する場合、選

果時間が約30%短縮。
OT氏の家庭選果を慣行の8等階級から6等級へ簡素化し、2人で選果する場合、選

果時間が約15%短縮。
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露地かんきつ_生産コ不卜低減に向けた取り組み(経営シミュレーション)

②肥効調節型肥料 (中晩柑春二

発肥料)による施肥作業の省
力化と経費削減

O施用時期 :3月 上～中旬(施用時期厳守)

O春月巴日夏月巴(3～ 6月 )の月巴効目的にセラコート
R25(被覆尿素)、 秋肥 (7～ 10月 )にLPS160
(被膜尿素)を配合

取組の事例
O高齢化や担い手への園地集積に伴う規模拡大に対応した肥効調節型肥料で、計画的な
安定溶出により年1回施用が可能となり、省力化や経費削減が図られる(表 5)。

O皮膜尿素による窒素成分量を20～30%削減できる。
O土壊改良資材 (セルカ)を配合することにより上壊酸性化を抑制し、カキガラ資材による
微量要素が供給できる。

表5中晩柑春―発肥料と慣行の中晩柑施肥基準との試算比較

肥料名 成分   N施 用量
袋数

(袋/20kg)

労働時間

(時間)

経費

(円 )

中晩柑春―発

苦±2%、 ホウ素0.1%合有

労務費

合計

16-16-4    22.4kg 7 22 323

2.5 2,500

24,823

春肥 (中 晩柑用)

夏肥 (中 晩柑用)

初秋肥 (中 晩柑用)

晩秋肥 (中 晩柑用)

土改剤 (粒状セルカ)

労務費

合計

12-8-6´

〃

〃

〃

N26.4kg

3.5

2

2

3.5

5

7,711

4,406

4,406

7,711

4,760

5,500

34,493

5:5

※施肥にかかる10a当たり労働時間を3時間削減 (45%減 )

※10a当たり経費 (肥料費+労務費)を 9,670円 削減 (28%減 )

普及に当たつての留意事項
O施用時期を厳守する。
O被膜は太陽光 (紫外線)に長時間さらされることで劣化・崩壊する性質なので、直射
日光や高温を避け、開封後は短期間で使い切る。
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露地かんきつ_生産コスト低減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

3E生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

温州みかん

※1経営体当り経営面積 :早生みかん 180a

*は、平成30年度長崎県農林業基準技術で採用した技術である。

主要な取り組みの赤字は、今後導入及び普及が期待される取り組み (技術)である。

各費目毎の削減率は主要なコスト縮減の取組を組み合わせた際の削減率である。

早生温州

主要な取組み
R4現状

割合

改善後

割合
削減率項 (費 )日

6,038 2.30/o
*わい性台木使用による省力化と高
品質化種苗費 6,038 2.3%

73,019 28.0% 73,019 28.1%肥料費

植物成長調整剤使用による摘果労

力の低減と品質向上

(薬剤費)

34,753 13.3% 44,729 17.2% …29%農業薬剤費

5.70/0動力光熱費 14,843 5.7% 14,843

31,856 12.2% 31,856 12.3%
*スタンバイマルチによる被覆作業
の労力負担軽減諸材料費

12.80/0
*スピードスプレーヤ等の省力化機

械の導入による作業の省力化減価償却費 33,320 12.80/0 33,320

34%

植物成長調整剤使用による摘果労

力の低減、
プレ選果利用による家庭選果の簡

素化

雇用労働費 34,152 13.1% 22,508 8.7%

12.7% 33,237 1218%その他 33,237

計 261,218 100% 259,550 100%

99% 1%
R4現状
対比

10096
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露地かんきつ_生産コスト低減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

中晩柑

※1経営体当り経営面積 :不知火 60a

*は、平成30年度長崎県農林業基準技術で採用した技術である。

主要な取り組みの赤字は、今後導入及び普及が期待される取り組み (技術)である。

各費目毎の削減率は主要なコスト縮減の取組を組み合わせた際の削減率である。

不知火

項 (費 )目

割合

R4現状 改善後

割合
削減率 主要な取組み

種苗費 5,084 1.6% 5,084 1.8%

肥料費 95,980 30.70/0 67,735 24.1% 29%
肥効調節型肥料 (中晩柑春―発肥

料)による施肥作業の省力化と経費
削減

農業薬剤費 40,984 13.1% 40,984 14.6%

動力光熱費 14,843 4.7% 14,843 5.3%

諸材料費 66,270 21.2% 66,270 23.6%

減価償却費 30,704 9.80/0 30,704 10.9%
*スピードスプレーヤ等の省力化機
械の導入による作業の省力化

雇用労働費 27,258 8.70/0 23,514 8.40/0 14%

*改植に伴う国内道整備及び園地
基盤整備による労働力分散と負担
軽減

肥効調節型肥料 (中 晩柑春一発肥
料)による施肥作業の省力化と経費
削減

その他経費 31,405 10.0% 31,405 11.2%

計 312,528 100% 280,539 100%

R4現状

対比
100% 90% 10%
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ハウスみかん ハウスみかん…生産コスト縮減に向けた取り組み

lB生産コスト縮減に向けた取り組み
1)生産安定対策

①国地の条件に応した作型の変更

ハウスみかんは収穫作業等に労働力
が集中するため、作型変更により出荷時
期をずらし、雇用労力を削減することが

重要。また、樹齢や品種、生産力、立地
条件等による作業効率を考え、高品質化
を図れるよう、作型の検討 (表 5)を行う。

表5ハウスの作型による収穫時期

取組の事例
O無加温栽培による作型では、
夏場以降の天丼被覆で、果実
品質を向上させ完熱果で収穫
し、連年4.Ot/10aを 維持してい

る。

作型
ビニール

被覆時期
収穫時期

重油使用量 労働時間

(kL)      (hh)
備考

力耐品    11月   6～ 7月    9,9
内カーテン2重被覆

ヒー トポンプ+重油加温機
569

省加温   1月   7～ 9月   7.2 530
内カーテン2重被覆

重油加温機

無加温

(越冬完熟)

7月

10月

1～ 2月

2年 3月

307

315

０

　

０

内カーテン無 し

7～ 9月 シィトコレチ栽培

ミヽ
ヽ
業

＼
＼
ゝ
ィ

1

|

無加温越冬完熟栽培の着果状況

普及に当たつての留意事項
O着果期間が長く、樹勢の維持回復が不十分であると隔年結果するため、徹底
した上づくり、葉面散布、摘らい、水管理等が必要である。

○浮き皮軽減のため、品種、収穫時期によつては、植物成長調整剤 (ジベレリン
とジャスモメート液剤)の使用により青果率を向上させる。
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ハウスみかん_生産コスト縮減に向けた取り組み

2日 今後導入及び普及が期待される取り組み
1)生産安定対策

①長崎果研原口1号導入による収益性の向上

加温施設栽培のウンシュウミカン「長崎果研原ロ
1号」は、「原口早生」の収穫適期に糖度が高く、酸
含量は低い。「原日早生」よりも着色が早く、1旬早
い収穫および出荷が可能であり、販売額を試算する
と5.6%増加する(表 2)。

表 1 「長崎果研原 口 1号どの年次別果実品質 (施設)2

調査年   品種名
果実重

(g)

構度

(Br撤 )

酸含量
(g/100饉 1)

着色

歩合

浮皮

発生度

2016

長崎果研原 日 1号

原 日早生

12.5

11,8

0.79

0.88

9.7

7.9

11,1

6,7

92.9

92.1

有意差 n,s. * * * n.s

2017

長崎果研原 日 1号

原 日早生

85.4

74.5

13.6

13.4

8.8

6.9

0.98

1.21

6.7

0

有意差 * n.s * * n.s

長崎果研原回1号

原日早生

87.4

79,4

13.6

12.1

0.80

1,16

9.4

6.3

4.4

2018 0
写真 1加 温施設栽培収穫時 の着色

左 :原 日早生 右 :長崎果研原口1号)2018年 6月 6日 撮影 有意差 * * * * n,s
ユ
収強 日は 2016年 5月 24日 、2017年 6月 8日 、2018年 6月 5日 とを区 a樹 も界:の 平均。

・ 精度、跛含量、果実五、着色歩合は t検定、浮皮発生度はマンホイ ッ トニーの ど横定により符号
が付いた項 目において 5%水 準で有意差あ り

表 2 施設 ミカ ンの 出荷 を一旬 早 めた場 合 の販 売額 試 算 2

取組の事例

「長崎果研原口1号」は10月 中旬
に成熟する良食味(表 1)の早生温州
である。10月 下旬に6～ 8分着色し、
「原日早生」と比べて成熟期は15日

程度早い(写真1)。

5月 下 旬 6月 上 旬 6 月 中 旬 6月 下 旬 合 計 販売 額

実 績
(3ヵ 年 17幼 )

貝反テ琶蜂圭価  (円 /kg)    と,135    1,039      973 933

収 量 (kg) 392 1,569 2,868

試算イ
(10翡 あたり,

原 日早生

長崎果研

原 口 1号

1,569

1,631
2,868

2;789

0
0 609

収 量   (kg)

販 売 額 (千 田 )

392

445

０

・０ 4,865 (B)
10aあ た り販 売 増 力田額  (B―A)      256  千 用

'曽

カロ率   (B/A)       5。 6  %
工施設 ミカ ン販売 額 実績 (全農 な が さき 2016～ 2018)を 基に試 算y平

成 29年産果樹施 設殺培 状 況調査 よ り、施 設栽 培 ミカ ン ダ原 日早 生 」裁籍 面積 1.3ha、 生産量 86.9tよ り、
単収 4,828kg/1oa。 「長崎 果研原 日 1号」販 売額試 算 (千 円)=試 算 収 量 X3ヵ 年 平均 販売 単価 実績

普及に当たつての留意事項
「長崎果研原口1号」は、収穫適期を過ぎると浮き皮が発生しやすいため、浮き皮の発生を

見ながら収穫する
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ハウスみかん_生産コスト低減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

3日 生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

/1

※1経営体当り経営面積 :ハウスみかん 20a

*は、平成30年度長崎県農林業基準技術で採用した技術である。
主要な取り組みの赤字は、今後導入及び普及が期待される取り組み (技術)である。

各費目毎の削減率は主要なコスト縮減の取組を組み合わせた際の削減率である。

R4現状

割合 割合

改善後
削減率 主要な取組み項 (費 )目

6,038 0.2% 6,038 0.2%種首費

73,019 2.4%肥料費 73,019 2.3,l

農業薬剤費 119,481 3.891 111,173 3.691 7%
*各種防除資材の活用による農薬費の

低減
*多層被覆による暖房経責の低減
*変温管理による暖房経費の低減
年循環扇、温度センサー適正位置設置に

よる過剰暖房の回避
*ヒートポンプの導入による暖房経費の

低減
*ヒートポンプの活用による青果率向上
器 善

動力光熱費 1,469,086 47.0,l 11469,086 47.3%

諸材料費 204,434 6.5,l 204,434 6.6,l

減価償却費 781,188 25.091 768,845 24.891 2%

*ヒートポンプの導入による暖房経費の

低減
*ヒートポンプの活用による青果率向上

対策

2.4%雇用労働費 73,734 2.491 73,734

その他 401,323 12.8% 396,639 12.8% 1%

計 3,128,803 100% 3,102,968 1001`

100,` 99% 1%
R4現状

対比

R4現状 改善後 削減率 主要な取組み

単収 (kg/10a) 5,700 5,700

単価 (円 /kg) 979 1,066
果研原口1号で出荷時期を1旬早め単価
の上昇

販売額 (円 ) 5,580 6,076

kg当 た り確 買
r□日ヽ

548.9 544.4 1,`
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